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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法において、
　低周波数におけるユーザデバイスとの通信を、少なくとも１つのワイヤレスネットワー
クデバイスによって確立することと、
　前記少なくとも１つのワイヤレスネットワークデバイスと前記ユーザデバイスとの間の
前記低周波数における通信に関連する粗チャネル特性を、前記少なくとも１つのワイヤレ
スネットワークデバイスによって識別することと、
　前記低周波数における通信に関連する前記粗チャネル特性を利用することによって、高
周波数における前記ユーザデバイスとの通信を、前記少なくとも１つのワイヤレスネット
ワークデバイスによって確立して、前記高周波数における通信を前記ユーザデバイスの方
に向けて伝達するビームをステアリングすることと、
　環境の変化に応答して、前記高周波数における前記通信を調整するために、前記低周波
数における通信を継続し、前記関連する粗チャネル特性を取得することによって、前記高
周波数における通信を維持することとを含む方法。
【請求項２】
　前記低周波数は、ライセンスされているスペクトル、または、ライセンスされていない
スペクトル、のうちの少なくとも１つを含み、
　前記高周波数は、ライセンスされているスペクトル、または、ライセンスされていない
スペクトル、のうちの少なくとも１つを含み、
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　前記低周波数の前記ライセンスされているスペクトルに関連する前記粗チャネル特性が
、前記高周波数における通信を確立する際に使用される請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記粗チャネル特性は、パス損失の、電力遅延プロフィールの、マルチパス方向の、到
着の角度の、放射の角度の情報、または、前記少なくとも１つのワイヤレスネットワーク
デバイスに対する前記ユーザデバイスの位置に関する位置情報、のうちの少なくとも１つ
を含む請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記高周波数において前記ユーザデバイスと通信するように構成されている第２のネッ
トワークデバイスの範囲中に、前記ユーザデバイスがあるか否かを、前記低周波数におい
て前記ユーザデバイスと通信する前記少なくとも１つのワイヤレスネットワークデバイス
によって監視することをさらに含む請求項１記載の方法。
【請求項５】
　前記第２のネットワークデバイスの範囲中に前記ユーザデバイスがあるときに、前記第
２のネットワークデバイスをアクティブにすることをさらに含む請求項４記載の方法。
【請求項６】
　前記ユーザデバイスとの高周波数通信を確立するために、前記第２のネットワークデバ
イスに前記粗チャネル特性を前記少なくとも１つのワイヤレスネットワークデバイスによ
って提供することをさらに含む請求項５記載の方法。
【請求項７】
　１つ以上の高周波数通信ネットワークデバイスに対応する情報を、前記ユーザデバイス
に送信することをさらに含む請求項１記載の方法。
【請求項８】
　前記低周波数における通信に関して識別した前記粗チャネル特性に基づいて、高周波数
送信ビームを向けることをさらに含む請求項１記載の方法。
【請求項９】
　前記粗チャネル特性は、前記ユーザデバイスから受信した送信、または、前記少なくと
も１つのワイヤレスネットワークデバイスによる独立した決定のうちの１つ以上にしたが
って識別される請求項１記載の方法。
【請求項１０】
　ワイヤレス通信の方法において、
　ユーザデバイスによって、低周波数において少なくとも１つのネットワークデバイスと
通信することと、
　前記ユーザデバイスにおいて、前記低周波数における通信に関係付けられている粗チャ
ネル特性に基づいて、前記少なくとも１つのネットワークデバイスから前記ユーザデバイ
スに向けられた高周波数通信を受信することとを含み、
　前記低周波数における通信に関係付けられている前記粗チャネル特性は、前記高周波数
通信を前記ユーザデバイスの方に向けて伝達するビームをステアリングするために利用さ
れ、
　環境の変化に応答して、前記高周波数通信を調整するために、前記低周波数における通
信から継続的に取得される、前記低周波数における通信に関係付けられている前記粗チャ
ネル特性に基づいて、前記高周波数通信は維持される方法。
【請求項１１】
　前記低周波数は、ライセンスされているスペクトル、または、ライセンスされていない
スペクトル、のうちの少なくとも１つを含み、
　前記高周波数は、ライセンスされているスペクトル、または、ライセンスされていない
スペクトル、のうちの少なくとも１つを含み、
　前記低周波数の前記ライセンスされているスペクトルに関係付けられている前記粗チャ
ネル特性が、前記高周波数通信を前記ユーザデバイスに向ける際に使用される請求項１０
記載の方法。
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【請求項１２】
　前記ユーザデバイスによって前記少なくとも１つのネットワークデバイスと通信するこ
とは、前記少なくとも１つのネットワークデバイスに前記粗チャネル特性を通信すること
を含む請求項１０記載の方法。
【請求項１３】
　前記粗チャネル特性は、パス損失の、電力遅延プロフィールの、マルチパス方向の、到
着の角度の、放射の角度の情報、または、前記少なくとも１つのネットワークデバイスに
対する前記ユーザデバイスの位置に関する位置情報、のうちの少なくとも１つを含む請求
項１０記載の方法。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つのネットワークデバイスとは異なる第２のネットワークデバイスか
ら第２の高周波数通信を受信することをさらに含む請求項１０記載の方法。
【請求項１５】
　前記ユーザデバイスによって、前記低周波数において、前記少なくとも１つのネットワ
ークデバイスと制御情報を送受信することと、
　前記ユーザデバイスによって、前記高周波数通信により、前記第２のネットワークデバ
イスとデータ情報を送受信することとをさらに含む請求項１４記載の方法。
【請求項１６】
　ワイヤレス通信のための装置において、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されているメモリとを具備し、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　低周波数におけるユーザデバイスとの通信を、少なくとも１つのワイヤレスネットワー
クデバイスによって確立し、
　前記少なくとも１つのワイヤレスネットワークデバイスと前記ユーザデバイスとの間の
前記低周波数における通信に関連する粗チャネル特性を、前記少なくとも１つのワイヤレ
スネットワークデバイスによって識別し、
　前記低周波数における通信の前記粗チャネル特性を利用することによって、高周波数に
おける前記ユーザデバイスとの通信を、前記少なくとも１つのワイヤレスネットワークデ
バイスによって確立して、前記高周波数における通信を前記ユーザデバイスの方に向けて
伝達するビームをステアリングし、
　環境の変化に応答して、前記高周波数における前記通信を調整するために、前記低周波
数における通信を継続し、前記関連する粗チャネル特性を取得することによって、前記高
周波数における通信を維持するように構成されている装置。
【請求項１７】
　前記低周波数は、ライセンスされているスペクトル、または、ライセンスされていない
スペクトル、のうちの少なくとも１つを含み、
　前記高周波数は、ライセンスされているスペクトル、または、ライセンスされていない
スペクトル、のうちの少なくとも１つを含み、
　前記低周波数の前記ライセンスされているスペクトルに関連する前記粗チャネル特性が
、前記高周波数における通信を確立するための前記少なくとも１つのプロセッサのコンフ
ィギュレーションにおいて使用される請求項１６記載の装置。
【請求項１８】
　前記粗チャネル特性は、パス損失の、電力遅延プロフィールの、マルチパス方向の、到
着の角度の、放射の角度の情報、または、前記少なくとも１つのワイヤレスネットワーク
デバイスに対する前記ユーザデバイスの位置に関する位置情報、のうちの少なくとも１つ
を含む請求項１６記載の装置。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記高周波数において前記ユーザデバイスと通信
するように構成されている第２のネットワークデバイスの範囲中に、前記ユーザデバイス
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があるか否かを監視するように構成されている請求項１６記載の装置。
【請求項２０】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第２のネットワークデバイスの範囲中に前記
ユーザデバイスがあるときに、前記第２のネットワークデバイスをアクティブにするよう
に構成されている請求項１９記載の装置。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ユーザデバイスとの高周波数通信を確立する
ために、前記第２のネットワークデバイスに前記粗チャネル特性を、前記少なくとも１つ
のワイヤレスネットワークデバイスによって提供するようにさらに構成されている請求項
２０記載の装置。
【請求項２２】
　１つ以上の高周波数通信ネットワークデバイスに対応する情報を前記ユーザデバイスに
送信するための前記少なくとも１つのプロセッサのコンフィギュレーションをさらに含む
請求項１６記載の装置。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記低周波数における通信に関して識別した前記
粗チャネル特性に基づいて、高周波数送信ビームを向けるように構成されている請求項１
６記載の装置。
【請求項２４】
　前記粗チャネル特性は、前記ユーザデバイスから受信した送信、または、前記少なくと
も１つのワイヤレスネットワークデバイスによる独立した決定のうちの１つ以上にしたが
って識別される請求項１６記載の装置。
【請求項２５】
　ワイヤレス通信のための装置において、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されているメモリとを具備し、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　ユーザデバイスによって、低周波数において少なくとも１つのネットワークデバイスと
通信し、
　前記ユーザデバイスにおいて、前記低周波数において通信するための前記少なくとも１
つのプロセッサのコンフィギュレーションに関係付けられている粗チャネル特性に基づい
て、前記少なくとも１つのネットワークデバイスから前記ユーザデバイスに向けられた高
周波数通信を受信するように構成され、
　前記低周波数において通信するための前記少なくとも１つのプロセッサのコンフィギュ
レーションに関係付けられている粗チャネル特性は、前記高周波数通信を前記ユーザデバ
イスの方に向けて伝達するビームをステアリングするために利用され、
　環境の変化に応答して、前記高周波数通信を調整するために、前記低周波数における通
信から継続的に取得される、前記低周波数において通信するための前記少なくとも１つの
プロセッサのコンフィギュレーションに関係付けられている前記粗チャネル特性に基づい
て、前記高周波数通信は維持される装置。
【請求項２６】
　前記低周波数は、ライセンスされているスペクトル、または、ライセンスされていない
スペクトル、のうちの少なくとも１つを含み、
　前記高周波数は、ライセンスされているスペクトル、または、ライセンスされていない
スペクトル、のうちの少なくとも１つを含み、
　前記低周波数の前記ライセンスされているスペクトルに関係付けられている前記粗チャ
ネル特性が、前記高周波数通信を前記ユーザデバイスに向ける際に使用される請求項２５
記載の装置。
【請求項２７】
　前記ユーザデバイスによって前記少なくとも１つのネットワークデバイスと通信するた
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めの前記少なくとも１つのプロセッサのコンフィギュレーションは、前記少なくとも１つ
のネットワークデバイスに前記粗チャネル特性を通信するための前記少なくとも１つのプ
ロセッサのコンフィギュレーションを含む請求項２５記載の装置。
【請求項２８】
　前記粗チャネル特性は、前記ユーザデバイスと前記少なくとも１つのネットワークデバ
イスとの間で前記低周波数において通信するための前記少なくとも１つのプロセッサのコ
ンフィギュレーションに対して、パス損失の、電力遅延プロフィールの、マルチパス方向
の、到着の角度の、放射の角度の情報、または、前記少なくとも１つのネットワークデバ
イスに対する前記ユーザデバイスの位置に関する位置情報、のうちの少なくとも１つを含
む請求項２５記載の装置。
【請求項２９】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記少なくとも１つのネットワークデバイスとは
異なる第２のネットワークデバイスから第２の高周波数通信を受信するように構成されて
いる請求項２５記載の装置。
【請求項３０】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記低周波数において、前記少なくとも１つのネットワークデバイスと制御情報を送受
信し、
　前記高周波数通信により、前記第２のネットワークデバイスとデータ情報を送受信する
ように構成されている請求項２９記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【関連出願に対する相互参照】
【０００１】
　　［０００１］
　本出願は、２０１３年８月９日に出願された“低周波数ワイヤレスネットワーク中での
高周波数通信の管理のための方法および装置”というタイトルの同時係属中の米国仮特許
出願番号第６１／８６４，４１７号に対して優先権を主張し、その開示は参照によってこ
こに組み込まれている。
【分野】
【０００２】
　　［０００２］
　本開示の態様は、概して、ワイヤレス通信システムに関連しており、より詳細には、低
周波数ワイヤレスネットワーク中で高周波数通信を管理することに関連している。
【背景】
【０００３】
　　［０００３］
　ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、ブ
ロードキャスト、およびこれらに類するもののような、さまざまな通信サービスを提供す
るように、広く配備されている。これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネット
ワークリソースを共有することによって複数のユーザをサポートすることができる、多元
接続ネットワークであるかもしれない。通常は多元接続ネットワークであるこのようなネ
ットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することによって、複数のユーザ
に対する通信をサポートしている。このようなネットワークの１つの例は、ユニバーサル
地上無線アクセスネットワーク（ＵＴＲＡＮ）である。ＵＴＲＡＮは、第３世代パートナ
ーシッププロジェクト（３ＧＰＰ（登録商標））によってサポートされる第３世代（３Ｇ
）モバイルフォン技術であるユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（Ｕ
ＭＴＳ）の一部として定義された無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）である。多元接続
ネットワークフォーマットの例には、コード分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時
分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワーク
、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、および単一搬送波ＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭ
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Ａ）ネットワークが含まれる。
【０００４】
　　［０００４］
　ワイヤレス通信ネットワークは、多数のユーザ機器（ＵＥ）に対する通信をサポートす
ることができる多数の基地局またはノードＢを備えていてもよい。ＵＥは、ダウンリンク
およびアップリンクを介して基地局と通信することができる。ダウンリンク（またはフォ
ワードリンク）は基地局からＵＥへの通信リンクを指し、アップリンク（またはリバース
リンク）はＵＥから基地局への通信リンクを指す。
【０００５】
　　［０００５］
　基地局は、ダウンリンク上でデータおよび制御情報をＵＥに送信し、および／または、
アップリンク上でデータおよび制御情報をＵＥから受信する。ダウンリンク上で、基地局
からの送信は、隣接基地局からのまたは他のワイヤレス無線周波数（ＲＦ）送信機からの
送信が原因の干渉に直面するかもしれない。アップリンク上で、ＵＥからの送信は、隣接
基地局と通信する他のＵＥのアップリンク送信からのまたは他のワイヤレスＲＦ送信機か
らの干渉に直面するかもしれない。この干渉は、ダウンリンクとアップリンクの両方にお
いて性能を低下させる。
【０００６】
　　［０００６］
　移動体ブロードバンドアクセスに対する需要が増加し続けるにつれて、より多くのＵＥ
が長距離ワイヤレス通信ネットワークにアクセスすることにより、および、より多くの短
距離ワイヤレスシステムがコミュニティ中に配備されることにより、干渉および輻輳した
ネットワークの可能性が増大する。移動体ブロードバンドアクセスに対する増大する需要
を満たすためだけではなく、移動体通信によるユーザ経験を進歩および向上させるために
、研究および開発は、ＵＭＴＳ技術を進歩させ続けている。
【０００７】
　　［０００７］
　一般的に、ワイヤレス通信ネットワークは、低周波数搬送波信号（例えば、４００ＭＨ
ｚ～３ＧＨｚ）を使用して、前述の、基地局とＵＥとの間のアップリンクおよびダウンリ
ンク通信を実現する。例えば、現在の３Ｇネットワークは、８５０、１７００、１９００
、および２１００ＭＨｚの周波数を利用しており、現在の４Ｇ技術は、７００、８００、
１７００、１９００、２１００、および２５００ＭＨｚの周波数を利用している。低周波
数搬送波信号は、ワイヤレスネットワークの広範にわたる配備を支援してきたある利点を
提供する。このような周波数は、カバレッジエリア範囲能力と、非常に多数のＵＥを取り
扱う能力とのバランスを提供する。
【０００８】
　　［０００８］
　より高い周波数を利用すればする程、利用可能なカバレッジエリアがより小さくなるこ
とが一般的に理解されている。これは、低周波数ネットワークの範囲内でさえ当てはまる
（例えば、１９００ＭＨｚ送信は一般的に、８００ＭＨｚ送信ほどの距離はカバーしない
）。さらに、１９００ＭＨｚのような、低周波数範囲のより高い端を使用することにより
、より広い帯域幅、および、より多くのＵＥにサービスを提供する能力が、可能になるこ
とが理解されている。
【０００９】
　　［０００９］
　ワイヤレス通信ネットワークは一般的に、ずっと高い範囲、例えば、２０ＧＨｚ～６０
ＧＨｚ中の周波数を利用しない。なぜなら、このような高周波数信号は、ワイヤレス通信
ネットワークセット中にそれらを配備する場合、複数の不利益を被るからである。例えば
、２８ＧＨｚの周波数では、信号のフリースペースパス損失は、２ＧＨｚ信号によるもの
よりも２０ｄＢ大きい。酸素吸収および他の大気条件（例えば、雨、水蒸気、およびこれ
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らに類するものの存在）も、高周波数信号に、より悪いように影響を与える。高周波数で
は、信号がビルディング、群葉などに直面するときに、侵入損失もずっと大きい。
【００１０】
　　［００１０］
　さらに、高周波数における通信は、見通し線（ＬＯＳ）接続を要求することが多い。こ
のことは、特に、ＵＥが移動体である環境において、基地局とＵＥとの間の通信を維持す
ることに対する複数の技術的な課題を提起する。このことが理由で、高周波数通信は、ワ
イヤレス通信ネットワーク中で利用されていない。
【概要】
【００１１】
　　［００１１］
　開示の１つの態様において、ワイヤレス通信の方法は、低周波数におけるユーザデバイ
スとの通信を、少なくとも１つのワイヤレスネットワークデバイスによって確立すること
と、少なくとも１つのワイヤレスネットワークデバイスとユーザデバイスとの間の低周波
数における通信に関連する粗チャネル特性を識別することと、低周波数における通信の粗
チャネル特性に少なくとも部分的に基づいて、高周波数におけるユーザデバイスとの通信
を、少なくとも１つのワイヤレスネットワークデバイスによって確立することとを含んで
いる。
【００１２】
　　［００１２］
　開示の追加の態様において、ワイヤレス通信の方法は、第１のネットワークデバイスに
おいて、第２のネットワークデバイスとユーザデバイスとの間の低周波数通信の１つ以上
のチャネル特性に対応する粗チャネル特性を、第２のネットワークデバイスから受信する
ことと、低周波数通信に関連する受信した粗チャネル特性に少なくとも部分的に基づいて
、ユーザデバイスとの高周波数通信を、第１のネットワークデバイスによって確立するこ
ととを含んでいる。
【００１３】
　　［００１３］
　開示の追加の態様において、ワイヤレス通信の方法は、ユーザデバイスによって、低周
波数において少なくとも１つのネットワークデバイスと通信することと、ユーザデバイス
において、低周波数における通信に関係付けられている粗チャネル特性に基づく、ユーザ
デバイスに向けられた高周波数通信を受信することとを含んでいる。
【００１４】
　　［００１４］
　開示の追加の態様において、ワイヤレス通信のために構成されている装置は、低周波数
におけるユーザデバイスとの通信を、少なくとも１つのワイヤレスネットワークデバイス
によって確立する手段と、少なくとも１つのワイヤレスネットワークデバイスとユーザデ
バイスとの間の低周波数における通信に関連する粗チャネル特性を識別する手段と、低周
波数における通信の粗チャネル特性に少なくとも部分的に基づいて、高周波数におけるユ
ーザデバイスとの通信を、少なくとも１つのワイヤレスネットワークデバイスによって確
立する手段とを備えている。
【００１５】
　　［００１５］
　開示の追加の態様において、ワイヤレス通信のために構成されている装置は、第１のネ
ットワークデバイスにおいて、第２のネットワークデバイスとユーザデバイスとの間の低
周波数通信の１つ以上のチャネル特性に対応する粗チャネル特性を、第２のネットワーク
デバイスから受信する手段と、低周波数通信に関連する受信した粗チャネル特性に少なく
とも部分的に基づいて、ユーザデバイスとの高周波数通信を、第１のネットワークデバイ
スによって確立する手段とを備えている。
【００１６】
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　　［００１６］
　開示の追加の態様において、ワイヤレス通信のために構成されている装置は、ユーザデ
バイスによって、低周波数において少なくとも１つのネットワークデバイスと通信する手
段と、ユーザデバイスにおいて、低周波数において通信する手段に関係付けられている粗
チャネル特性に基づく、ユーザデバイスに向けられた高周波数通信を受信する手段とを備
えている。
【００１７】
　　［００１７］
　開示の追加の態様において、装置は、少なくとも１つのプロセッサと、プロセッサに結
合されているメモリとを備えている。プロセッサは、低周波数におけるユーザデバイスと
の通信を、少なくとも１つのワイヤレスネットワークデバイスによって確立し、少なくと
も１つのワイヤレスネットワークデバイスとユーザデバイスとの間の低周波数における通
信に関連する粗チャネル特性を識別し、低周波数における通信の粗チャネル特性に少なく
とも部分的に基づいて、高周波数におけるユーザデバイスとの通信を、少なくとも１つの
ワイヤレスネットワークデバイスによって確立するように構成されている。
【００１８】
　　［００１８］
　開示の追加の態様において、装置は、少なくとも１つのプロセッサと、プロセッサに結
合されているメモリとを備えている。プロセッサは、第１のネットワークデバイスにおい
て、第２のネットワークデバイスとユーザデバイスとの間の低周波数通信の１つ以上のチ
ャネル特性に対応する粗チャネル特性を、第２のネットワークデバイスから受信し、低周
波数通信に関連する受信した粗チャネル特性に少なくとも部分的に基づいて、ユーザデバ
イスとの高周波数通信を、第１のネットワークデバイスによって確立するように構成され
ている。
【００１９】
　　［００１９］
　開示の追加の態様において、装置は、少なくとも１つのプロセッサと、プロセッサに結
合されているメモリとを備えている。プロセッサは、ユーザデバイスによって、低周波数
において少なくとも１つのネットワークデバイスと通信し、ユーザデバイスにおいて、低
周波数における通信に関係付けられている粗チャネル特性に基づく、ユーザデバイスに向
けられた高周波数通信を受信するように構成されている。
【００２０】
　　［００２０］
　開示の追加の態様において、コンピュータプログラムプロダクトは、その上に記録され
ているプログラムコードを有しているコンピュータ読み取り可能媒体を有している。この
プログラムコードは、コンピュータに、低周波数におけるユーザデバイスとの通信を、少
なくとも１つのワイヤレスネットワークデバイスによって確立させるためのコードと、少
なくとも１つのワイヤレスネットワークデバイスとユーザデバイスとの間の低周波数にお
ける通信に関連する粗チャネル特性を識別するためのコードと、低周波数における通信の
粗チャネル特性に少なくとも部分的に基づいて、高周波数におけるユーザデバイスとの通
信を、少なくとも１つのワイヤレスネットワークデバイスによって確立するためのコード
とを含んでいる。
【００２１】
　　［００２１］
　開示の追加の態様において、コンピュータプログラムプロダクトは、その上に記録され
ているプログラムコードを有しているコンピュータ読み取り可能媒体を有している。この
プログラムコードは、コンピュータに、第１のネットワークデバイスにおいて、第２のネ
ットワークデバイスとユーザデバイスとの間の低周波数通信の１つ以上のチャネル特性に
対応する粗チャネル特性を、第２のネットワークデバイスから受信させるためのコードと
、低周波数通信に関連する受信した粗チャネル特性に少なくとも部分的に基づいて、ユー
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ザデバイスとの高周波数通信を、第１のネットワークデバイスによって確立するためのコ
ードとを含んでいる。
【００２２】
　　［００２２］
　開示の追加の態様において、コンピュータプログラムプロダクトは、その上に記録され
ているプログラムコードを有しているコンピュータ読み取り可能媒体を有している。この
プログラムコードは、コンピュータに、ユーザデバイスによって、低周波数において少な
くとも１つのネットワークデバイスと通信させるためのコードと、ユーザデバイスにおい
て、低周波数における通信に関係付けられている粗チャネル特性に基づく、ユーザデバイ
スに向けられた高周波数通信を受信するためのコードとを含んでいる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】［００２３］　図１は、移動体通信システムの例を概念的に図示しているブロッ
クダイヤグラムである。
【図２】［００２４］　図２は、移動体通信システムにおけるダウンリンクフレーム構造
の例を概念的に図示しているブロックダイヤグラムである。
【図３】［００２５］　図３は、アップリンクＬＴＥ（登録商標）／－Ａ通信における例
示的なフレーム構造を概念的に図示しているブロックダイヤグラムである。
【図４】［００２６］　図４は、開示の１つの態様にしたがって、ヘテロジニアスネット
ワークにおける時分割多重化（ＴＤＭ）パーティショニングを概念的に図示しているブロ
ックダイヤグラムである。
【図５】［００２７］　図５は、本開示の１つの態様にしたがって構成されている基地局
／ｅＮＢおよびＵＥの設計を、概念的に図示しているブロックダイヤグラムである。
【図６】［００２８］　図６は、電気通信システムの例を概念的に図示しているブロック
ダイヤグラムである。
【図７】［００２９］　図７は、本開示の１つの態様を実現するように実行される例示的
なブロックを図示している機能ブロックダイヤグラムである。
【図８】［００３０］　図８は、本開示の１つの態様を実現するように実行される例示的
なブロックを図示している機能ブロックダイヤグラムである。
【図９】［００３１］　図９は、本開示の１つの態様を実現するように実行される例示的
なブロックを図示している機能ブロックダイヤグラムである。
【詳細な説明】
【００２４】
　　［００３２］
　添付している図面に関連して以下に明らかにする詳細な説明は、さまざまなコンフィギ
ュレーションの説明として意図しているものであり、開示の範囲を限定することを意図し
てはいない。むしろ、詳細な説明は、進歩性を有する主題事項の完全な理解を提供する目
的のための、特定の詳細を含んでいる。これらの特定の詳細はケース毎に要求されるので
はなく、いくつかのインスタンスにおいて、プレゼンテーションを明確にするために、よ
く知られている構造およびコンポーネントをブロックダイヤグラムの形態で示しているこ
とが、当業者に明白となるだろう。
【００２５】
　　［００３３］
　ここで記述する技術は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡ
、および他のネットワークのような、さまざまなワイヤレス通信ネットワークに対して使
用してもよい。用語“ネットワーク”および“システム”は、交換可能に使用することが
多い。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）、電気通信
工業協会（ＴＩＡ）ＣＤＭＡ２０００（登録商標）、およびこれらに類するもののような
無線技術を実現することができる。ＵＴＲＡ技術は、ワイドバンドＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ
（登録商標））と、ＣＤＭＡの他の変形とを含んでいる。ＣＤＭＡ２０００技術は、電子
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工業会（ＥＩＡ）およびＴＩＡによる、ＩＳ－２０００標準規格、ＩＳ－９５標準規格、
およびＩＳ－８５６標準規格を含んでいる。ＴＤＭＡネットワークは、グローバルシステ
ムフォーモバイルコミュニケーション（ＧＳＭ（登録商標））のような無線技術を実現す
ることができる。ＯＦＤＭＡネットワークは、進化型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウルト
ラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）
）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、フラッシュＯＦＤＭ
、およびこれらに類するもののような無線技術を実現することができる。ＵＴＲＡ技術お
よびＥ－ＵＴＲＡ技術は、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭ
ＴＳ）の一部である。３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥ－
アドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳのより新たなリリース
である。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびＧＳＭは、“
第３世代パートナーシッププロジェクト”（３ＧＰＰ）と呼ばれる機関による文書中に記
述されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、“第３世代パートナーシッププロジェ
クト２”（３ＧＰＰ２）と呼ばれる機関による文書中に記述されている。ここで記述する
技術は、上述したワイヤレスネットワークおよび無線アクセス技術とともに、他のワイヤ
レスネットワークおよび無線アクセス技術に対して使用してもよい。明確にするために、
技術のある態様を、（代替で、一緒に“ＬＴＥ／－Ａ”と呼ぶ）ＬＴＥまたはＬＴＥ－Ａ
に対して以下で記述しており、以下の記述の多くにおいて、このようなＬＴＥ／－Ａ専門
用語を使用する。
【００２６】
　　［００３４］
　図１は、通信のためのワイヤレスネットワーク１００を示しており、ワイヤレスネット
ワーク１００は、ＬＴＥ－Ａネットワークであるかもしれない。ワイヤレスネットワーク
１００は、多数の進化型ノードＢ（ｅＮＢ）１１０および他のネットワークエンティティ
を含んでいる。ｅＮＢは、ＵＥと通信する局であってもよく、基地局、ノードＢ、アクセ
スポイント、およびこれらに類するもので呼ばれることもある。各ｅＮＢ１１０は、特定
の地理エリアに対する通信カバレッジを提供することができる。３ＧＰＰにおいて、用語
“セル”は、用語が使用される状況に依存して、ｅＮＢのこの特定の地理カバレッジエリ
ア、および／または、カバレッジエリアを担当しているｅＮＢサブシステムのことを指す
ことがある。
【００２７】
　　［００３５］
　ｅＮＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプのセルに
対する通信カバレッジを提供することができる。マクロセルは一般的に、比較的広い地理
エリア（例えば、半径数キロメートル）をカバーし、ネットワークプロバイダに関するサ
ービス加入を有するＵＥによる、制限されていないアクセスを可能にすることができる。
ピコセルは一般的に、比較的より小さい地理エリアをカバーし、ネットワークプロバイダ
に関するサービス加入を有するＵＥによる、制限されていないアクセスを可能にすること
ができる。フェムトセルも一般的に、比較的小さい地理エリア（例えば、ホーム）をカバ
ーし、制限されていないアクセスに加えて、フェムトセルとの関係を有するＵＥ（例えば
、閉じられた加入者グループ（ＣＳＧ）中のＵＥ、ホーム中のユーザのＵＥ、およびこれ
らに類するもの）による、制限されたアクセスも提供することができる。マクロセルに対
するｅＮＢは、マクロｅＮＢと呼ばれることがある。ピコセルに対するｅＮＢは、ピコｅ
ＮＢと呼ばれることがある。フェムトセルに対するｅＮＢは、フェムトｅＮＢまたはホー
ムｅＮＢと呼ばれることがある。図１において示している例では、ｅＮＢ１１０ａ、１１
０ｂ、および１１０ｃはそれぞれ、マクロセル１０２ａ、１０２ｂ、および１０２ｃに対
するマクロｅＮＢである。ｅＮＢ１１０ｘは、ピコセル１０２ｘに対するピコｅＮＢであ
る。ｅＮＢ１１０ｙおよび１１０ｚはそれぞれ、フェムトセル１０２ｙおよび１０２ｚに
対するフェムトｅＮＢである。ｅＮＢは、１つまたは複数の（例えば、２つ、３つ、４つ
、およびこれらに類する数の）セルをサポートすることができる。
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【００２８】
　　［００３６］
　ワイヤレスネットワーク１００は中継局も含んでいる。中継局は、アップストリーム局
（例えば、ｅＮＢ、ＵＥ、またはこれらに類するもの）からデータおよび／または他の情
報の送信を受信し、ダウンストリーム局（例えば、別のＵＥ、別のｅＮＢ、またはこれら
に類するもの）にデータおよび／または他の情報の送信を送る局である。中継局はまた、
他のＵＥに対して送信を中継するＵＥであってもよい。図１において示している例では、
中継局１１０ｒは、ｅＮＢ１１０ａおよびＵＥ１２０ｒと通信し、中継局１１０ｒは、２
つのネットワークエレメント（ｅＮＢ１１０ａとＵＥ１２０ｒ）の間の通信を容易にする
ために、それらの間の中継器として動作する。中継局は、中継ｅＮＢ、中継器、およびこ
れらに類するもので呼ばれることもある。
【００２９】
　　［００３７］
　ワイヤレスネットワーク１００は、同期または非同期動作をサポートすることができる
。同期動作に対しては、ｅＮＢは、類似するフレームタイミングを有しており、異なるｅ
ＮＢからの送信が、時間においておおよそ整列しているかもしれない。非同期動作に対し
ては、ｅＮＢは、異なるフレームタイミングを有しており、異なるｅＮＢからの送信は、
時間において整列していないかもしれない。
【００３０】
　　［００３８］
　ＵＥ１２０は、ワイヤレスネットワーク１００全体を通して分散しており、各ＵＥは静
的であっても、または移動体であってもよい。ＵＥは、端末、移動局、加入者ユニット、
局、またはこれらに類するもので呼ばれることもある。ＵＥは、セルラ電話機、パーソナ
ルデジタルアシスタント（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハン
ドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレス電
話機、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、またはこれらに類するものであるかもし
れない。ＵＥは、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、中継器、およびこれらに
類するものと通信することができる。図１において、両端矢印を有する実線は、ＵＥと担
当ｅＮＢとの間の所望送信を示している。担当ｅＮＢは、ダウンリンクおよび／またはア
ップリンク上でＵＥを担当するように指定されているｅＮＢである。両端矢印を有する破
線は、ＵＥとｅＮＢとの間の干渉送信を示している。
【００３１】
　　［００３９］
　ＬＴＥ／－Ａは、ダウンリンク上で直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）を、アップリン
ク上で単一搬送波周波数分割多重化（ＳＣ－ＦＤＭ）を利用する。ＯＦＤＭおよびＳＣ－
ＦＤＭは、システム帯域幅を複数（Ｋ）の直交副搬送波に区分し、副搬送波は一般的に、
トーン、ビン、またはこれらに類するもので呼ばれもする。各副搬送波は、データにより
変調されているかもしれない。一般的に、変調シンボルは、ＯＦＤＭにより周波数ドメイ
ンで送られ、ＳＣ－ＦＤＭにより時間ドメインで送られる。隣接する副搬送波の間のスペ
ーシングは固定されているかもしれず、副搬送波の総数（Ｋ）は、システム帯域幅に依存
しているかもしれない。例えば、１．４、３、５、１０、１５、または２０メガヘルツ（
ＭＨｚ）の対応するシステム帯域幅に対して、Ｋはそれぞれ、７２、１８０、３００、６
００、９００、および１２００に等しい。システム帯域幅はまた、副帯域に区分されてい
るかもしれない。例えば、副帯域は、１．０８ＭＨｚをカバーし、１．４、３、５、１０
、１５、または２０ＭＨｚの対応するシステム帯域幅に対して、１、２、４、８、または
１６個の副帯域がそれぞれ存在する。
【００３２】
　　［００４０］
　図２は、ＬＴＥ／－Ａにおいて使用されるダウンリンクフレーム構造を示している。ダ
ウンリンクに対する送信タイムラインが、無線フレームの単位に区分されている。各無線
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フレームは、予め定められた持続期間（例えば、１０ミリ秒（ｍｓ））を有しており、０
ないし９のインデックスを有する１０個のサブフレームに区分されている。各サブフレー
ムは、２個のスロットを含んでいる。各無線フレームは、したがって、０ないし１９のイ
ンデックスを有する２０個のスロットを含んでいる。各スロットは、Ｌ個のシンボル期間
を含んでおり、例えば、（図２において示しているように）ノーマルサイクリックプリフ
ィックスに対して７個のシンボル期間、または、拡張サイクリックプリフィックスに対し
て６個のシンボル期間を含んでいる。各サブフレーム中の２Ｌ個のシンボル期間に、０な
いし２Ｌ－１のインデックスが割り当てられている。利用可能な時間周波数リソースが、
リソースブロックに区分されている。各リソースブロックは、１個のスロット中でＮ個の
副搬送波（例えば、１２個の副搬送波）をカバーしている。
【００３３】
　　［００４１］
　ＬＴＥ／－Ａでは、ｅＮＢは、ｅＮＢにおける各セルに対して、１次同期信号（ＰＳＳ
）および２次同期信号（ＳＳＳ）を送ることができる。図２において示しているように、
ノーマルサイクリックプリフィックスを有する各無線フレームのサブフレーム０および５
の各々におけるシンボル期間６および５中で、１次および２次同期信号をそれぞれ送って
もよい。同期信号は、セルの検出および獲得のためにＵＥによって使用することができる
。ｅＮＢは、サブフレーム０のスロット１におけるシンボル期間０から３中で、物理ブロ
ードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）を送ってもよい。ＰＢＣＨは、あるシステム情報を伝
えることができる。
【００３４】
　　［００４２］
　図２において見られるように、ｅＮＢは、各サブフレームの最初のシンボル期間中に、
物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）を送ってもよい。ＰＣＦＩ
ＣＨは、制御チャネルに対して使用されるシンボル期間の数（Ｍ）を伝達することができ
る。Ｍは、１、２、または３に等しく、サブフレーム毎に変化してもよい。例えば、１０
個より少ないリソースブロックを有する、スモールシステム帯域幅に対しては、Ｍはまた
、４に等しいかもしれない。図２において示している例では、Ｍ＝３である。ｅＮＢは、
各サブフレームの最初のＭ個のシンボル期間中に、物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（
ＰＨＩＣＨ）および物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を送ってもよい。図２
において示している例では、ＰＤＣＣＨおよびＰＨＩＣＨはまた、最初の３個のシンボル
期間中に含まれている。ＰＨＩＣＨは、ハイブリッド自動再送信（ＨＡＲＱ）をサポート
するための情報を伝えることができる。ＰＤＣＣＨは、ＵＥに対するリソース割り振りに
関する情報と、ダウンリンクチャネルに対する制御情報とを伝えることができる。ｅＮＢ
は、各サブフレームの残りのシンボル期間中で、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳ
ＣＨ）を送ることができる。ＰＤＳＣＨは、ダウンリンク上のデータ送信に対してスケジ
ューリングされているＵＥに対してデータを伝えることができる。
【００３５】
　　［００４３］
　各サブフレームの制御セクションすなわち各サブフレームの最初のシンボル期間中にＰ
ＨＩＣＨおよびＰＤＣＣＨを送ることに加えて、ＬＴＥ－Ａは、同様に、各サブフレーム
のデータ部分中でも、これらの制御指向チャネルを送信することができる。図２において
示しているように、データ領域を利用するこれらの新たな制御設計では、各サブフレーム
のその後のシンボル期間中に、例えば、拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣ
Ｈ）が含まれている。ＥＰＤＣＣＨは、新たなタイプの制御チャネルである。新たな制御
チャネルは、周波数分割多重化（ＦＤＭ）、時分割多重化（ＴＤＭ）、またはＦＤＭとＴ
ＤＭとを組み合わせたものの形態であってもよい。
【００３６】
　　［００４４］
　ｅＮＢは、ｅＮＢによって使用されるシステム帯域幅の中心の１．０８ＭＨｚにおいて
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、ＰＳＳ、ＳＳＳ、およびＰＢＣＨを送るかもしれない。ｅＮＢは、これらのチャネルが
送られる各シンボル期間中のシステム帯域幅全体にわたって、ＰＣＦＩＣＨおよびＰＨＩ
ＣＨを送るかもしれない。ｅＮＢは、システム帯域幅のある部分中で、ＵＥのグループに
ＰＤＣＣＨを送るかもしれない。ｅＮＢは、システム帯域幅の特定の部分中で、特定のＵ
ＥにＰＤＳＣＨを送るかもしれない。ｅＮＢは、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣ
Ｈ、およびＰＨＩＣＨを、ブロードキャスト方法ですべてのＵＥに送ってもよく、ＰＤＣ
ＣＨを、ユニキャスト方法で特定のＵＥに送ってもよく、ＰＤＳＣＨも、ユニキャスト方
法で特定のＵＥに送ってもよい。
【００３７】
　　［００４５］
　各シンボル期間中で、多数のリソースエレメントが利用可能であるかもしれない。各リ
ソースエレメントは、１個のシンボル期間中の１個の副搬送波をカバーするかもしれず、
実数値または複素数値である１個の変調シンボルを送るのに使用されるかもしれない。各
シンボル期間中の、基準信号に対して使用されていないリソースエレメントは、リソース
エレメントグループ（ＲＥＧ）に構成されるかもしれない。各ＲＥＧは、１個のシンボル
期間中の４個のリソースエレメントを含んでいるかもしれない。ＰＣＦＩＣＨが、シンボ
ル期間０中の、周波数に渡っておおよそ等しくスペースされているかもしれない４個のＲ
ＥＧを占有するかもしれない。ＰＨＩＣＨは、１つ以上の構成可能なシンボル期間中の、
周波数に渡って拡散されているかもしれない３個のＲＥＧを占有するかもしれない。例え
ば、ＰＨＩＣＨに対する３個のＲＥＧは、シンボル期間０中にすべて属しているかもしれ
ない、または、シンボル期間０、１、および２中に拡散されているかもしれない。ＰＤＣ
ＣＨは、最初のＭ個のシンボル期間中の、利用可能なＲＥＧから選択される９、１８、３
２、または６４個のＲＥＧを占有しているかもしれない。ＲＥＧのある組み合わせのみが
、ＰＤＣＣＨに対して許容されているかもしれない。
【００３８】
　　［００４６］
　ＵＥは、ＰＨＩＣＨおよびＰＣＦＩＣＨに対して使用される特定のＲＥＧを知っている
かもしれない。ＵＥは、ＰＤＣＣＨを発見するために、ＲＥＧの異なる組み合わせをサー
チするかもしれない。サーチする組み合わせの数は典型的に、ＰＤＣＣＨに対して許容さ
れている組み合わせの数よりも少ない。ｅＮＢは、ＵＥがサーチする組み合わせのうちの
何らかにおいて、ＵＥにＰＤＣＣＨを送るかもしれない。
【００３９】
　　［００４７］
　ＵＥは、複数のｅＮＢのカバレッジ内にあるかもしれない。ＵＥを担当するために、こ
れらのｅＮＢのうちの１つが選択されるかもしれない。受信電力、パス損失、信号対ノイ
ズ比（ＳＮＲ）などのようなさまざまな基準に基づいて、担当ｅＮＢは選択されるかもし
れない。
【００４０】
　　［００４８］
　図３は、アップリンクロングタームエボリューション（ＬＴＥ／－Ａ）通信における、
例示的なフレーム構造３００を図示しているブロックダイヤグラムである。アップリンク
に対して利用可能なリソースブロック（ＲＢ）が、データセクションと制御セクションと
に区分されている。制御セクションは、システム帯域幅の２つの端において形成されてお
り、構成可能なサイズを有している。制御セクション中のリソースブロックを、制御情報
の送信のためにＵＥに割り当ててもよい。データセクションは、制御セクション中に含ま
れていないすべてのリソースブロックを含んでいる。図３における設計は、結果として、
連続する副搬送波を含むデータセクションとなり、これにより、データセクション中の連
続する副搬送波のすべてを単一のＵＥに割り当てることが可能になる。
【００４１】
　　［００４９］
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　制御情報をｅＮＢに送信するために、制御セクション中のリソースブロックをＵＥに割
り当ててもよい。データをｅＮＢに送信するために、データセクション中のリソースブロ
ックもＵＥに割り当ててもよい。制御セクション中の割り当てられたリソースブロック３
１０ａおよび３１０ｂ上における物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）中で、Ｕ
Ｅは制御情報を送信することができる。データセクション中の割り当てられたリソースブ
ロック３２０ａおよび３２０ｂ上における物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）
中で、ＵＥは、データのみを、または、データと制御情報の両方を送信することができる
。図３において示しているように、アップリンク送信は、サブフレームの両方のスロット
にまたがっていてもよく、周波数に渡ってホッピングしていてもよい。
【００４２】
　　［００５０］
　戻って図１を参照すると、ワイヤレスネットワーク１００は、多様な組のｅＮＢ１１０
（すなわち、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、および中継器）を使用して、
単位エリア毎にシステムのスペクトル効率を向上させている。ワイヤレスネットワーク１
００は、そのスペクトルカバレッジに対してこのような異なるｅＮＢを使用しているので
、ヘテロジニアスネットワークと呼ばれることもある。マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃは通常
、入念に計画されており、ワイヤレスネットワーク１００のプロバイダによって配置され
ている。マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃは一般的に、高い電力レベル（例えば、５Ｗ～４０Ｗ
）で送信を行う。相当により低い電力レベル（例えば、１００ｍＷ～２Ｗ）で一般的に送
信を行うピコｅＮＢ１１０ｘおよび中継局１１０ｒは、マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃによっ
て提供されるカバレッジエリア中のカバレッジホールをなくすために、および、ホットス
ポットにおける容量を向上させるために、比較的計画されていない態様で配備される。フ
ェムトｅＮＢ１１０ｙ～ｚは、典型的にワイヤレスネットワーク１００とは独立して配備
されるが、それにもかかわらず、それらの管理者によって認可された場合の、ワイヤレス
ネットワーク１００への潜在的なアクセスポイントとして、あるいは、少なくとも、ワイ
ヤレスネットワーク１００の他のｅＮＢ１１０と通信してリソース調整および干渉管理の
調整を実行することができるアクティブおよびアウェアなｅＮＢとして、のいずれかで、
ワイヤレスネットワーク１００のカバレッジエリアに組み込まれることがある。フェムト
ｅＮＢ１１０ｙ～ｚも典型的に、マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃよりも、相当に低い電力レベ
ル（例えば、１００ｍＷ～２Ｗ）で送信を行う。
【００４３】
　　［００５１］
　ワイヤレスネットワーク１００のようなヘテロジニアスネットワークの動作において、
各ＵＥは通常、より良好な信号品質を有するｅＮＢ１１０によって担当される一方で、他
のｅＮＢ１１０から受信される好ましくない信号は干渉として取り扱われる。このような
動作原理は著しく準最適な性能につながることがあるが、ｅＮＢ１１０の間のインテリジ
ェントリソース調整や、より良好なサーバ選択ストラテジーや、効率の良い干渉管理に対
するより最新の技術を使用することによって、ネットワーク性能における増進がワイヤレ
スネットワーク１００において実現される。
【００４４】
　　［００５２］
　ピコｅＮＢ１１０ｘのようなピコｅＮＢは、マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃのようなマクロ
ｅＮＢと比較したとき、相当により低い送信電力によって特徴付けられる。ピコｅＮＢは
また、通常、ワイヤレスネットワーク１００のようなネットワーク周りに、アドホックの
態様で配置される。この計画されていない配備が理由で、ワイヤレスネットワーク１００
のようなピコｅＮＢ配置を有するワイヤレスネットワークが、低い信号対干渉条件を有す
る広いエリアを有することを予想することができ、これは、カバレッジエリアまたはセル
の端におけるＵＥ（“セル端”ＵＥ）への制御チャネル送信に対する、よりチャレンジン
グなＲＦ環境に役立つことができる。さらに、マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃの送信電力レベ
ルとピコｅＮＢ１１０ｘの送信電力レベルとの間の潜在的に大きな差異（例えば、おおよ
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そ２０ｄＢ）は、混合された配備において、ピコｅＮＢ１１０ｘのダウンリンクカバレッ
ジエリアがマクロｅＮＢ１１０ａ～ｃのものよりもずっと小さいことを意味する。
【００４５】
　　［００５３］
　しかしながら、アップリンクのケースでは、アップリンク信号の信号強度は、ＵＥによ
って管理され、したがって、任意のタイプのｅＮＢ１１０によって受信されたときに類似
するだろう。ｅＮＢ１１０に対するアップリンクカバレッジエリアが大ざっぱに言って同
一または類似であることにより、アップリンクハンドオフ境界は、チャネル利得に基づい
て決定される。これは、ダウンリンクハンドオーバー境界とアップリンクハンドオーバー
境界との間の不一致につながることがある。付加的なネットワーク適応なしでは、不一致
は、ダウンリンクおよびアップリンクのハンドオーバー境界がより近く一致しているマク
ロｅＮＢのみのホモジニアスネットワークにおいてよりも、ワイヤレスネットワーク１０
０において、サーバ選択、またはｅＮＢへのＵＥの関係付けをより難しくするだろう。
【００４６】
　　［００５４］
　サーバ選択がダウンリンク受信信号強度にほとんど基づいている場合は、ワイヤレスネ
ットワーク１００のようなヘテロジニアスネットワークの混合されたｅＮＢ配備の有用性
は、大いに減少されるだろう。これは、マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃのより高いダウンリン
ク受信信号強度が利用可能なＵＥのすべてを引きつける一方で、ピコｅＮＢ１１０ｘがそ
のずっと弱いダウンリンク送信電力が理由で何らＵＥを担当していないかもしれないので
、マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃのようなより高い電力のマクロｅＮＢのより広いカバレッジ
エリアが、セルカバレッジを、ピコｅＮＢ１１０ｘのようなピコｅＮＢと分けることの利
益を制限することが理由である。さらに、マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃは、それらのＵＥを
効率良く担当するのに十分なリソースを有していない可能性がある。したがって、ワイヤ
レスネットワーク１００は、ピコｅＮＢ１１０ｘのカバレッジエリアを広げることによっ
て、マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃとピコｅＮＢ１１０ｘとの間で負荷をアクティブにバラン
スさせるように試行するだろう。この概念を、セル範囲拡張（ＣＲＥ）と呼ぶ。
【００４７】
　　［００５５］
　サーバ選択を決定する方法を変化させることによって、ワイヤレスネットワーク１００
はＣＲＥを達成する。サーバ選択をダウンリンク受信信号強度に基づかせる代わりに、選
択は、ダウンリンク信号の品質により基づいている。１つのこのような品質ベースの決定
では、サーバ選択は、最小のパス損失をＵＥに提供するｅＮＢを決定することに基づいて
いる。さらに、ワイヤレスネットワーク１００は、マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃとピコｅＮ
Ｂ１１０ｘとの間のリソースの固定パーティショニングを提供する。しかしながら、負荷
のこのアクティブなバランシングによってでさえ、ピコｅＮＢ１１０ｘのようなピコｅＮ
Ｂによって担当されるＵＥに対して、マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃからのダウンリンク干渉
を緩和すべきである。これは、ＵＥにおける干渉消去、ｅＮＢ１１０間のリソース調整、
またはこれらに類するものを含むさまざまな方法によって遂行することができる。
【００４８】
　　［００５６］
　ワイヤレスネットワーク１００のような、セル範囲拡張を有するヘテロジニアスネット
ワークでは、マクロｅＮＢ１１０ａ～ｃのようなより高い電力のｅＮＢから送信される、
より強いダウンリンク信号の存在下で、ＵＥが、ピコｅＮＢ１１０ｘのようなより低い電
力のｅＮＢからサービスを取得するために、ピコｅＮＢ１１０ｘは、マクロｅＮＢ１１０
ａ～ｃの支配的干渉信号との制御チャネルおよびデータチャネルの干渉調整に携わる。干
渉を管理するために、干渉調整のための多くの異なる技術を用いてもよい。例えば、セル
間干渉調整（ＩＣＩＣ）を使用して、共通チャネル配備におけるセルからの干渉を低減さ
せる。１つのＩＣＩＣメカニズムは、適応リソースパーティショニングである。適応リソ
ースパーティショニングは、サブフレームをあるｅＮＢに割り当てる。第１のｅＮＢに割
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り当てられたサブフレーム中で、隣接ｅＮＢは送信を行わない。したがって、第１のｅＮ
Ｂによって担当されるＵＥによって経験される干渉は低減される。サブフレーム割り当て
は、アップリンクチャネルとダウンリンクチャネルの両方において実行してもよい。
【００４９】
　　［００５７］
　例えば、３つのクラスのサブフレーム：保護されたサブフレーム（Ｕサブフレーム）、
禁止されたサブフレーム（Ｎサブフレーム）、および共通サブフレーム（Ｃサブフレーム
）の間で、サブフレームが割り振られる。保護されたサブフレームは、もっぱら第１のｅ
ＮＢによって使用するために、第１のｅＮＢに割り当てられる。保護されたサブフレーム
は、隣接ｅＮＢからの干渉がないことに基づいて、“クリーンな”サブフレームと呼ばれ
ることもある。禁止されたサブフレームは、隣接ｅＮＢに割り当てられているサブフレー
ムであり、第１のｅＮＢは、禁止されたサブフレームの間はデータを送信することが禁止
されている。例えば、第１のｅＮＢの禁止されたサブフレームは、第２の干渉ｅＮＢの保
護されたサブフレームに対応している。したがって、第１のｅＮＢの保護されたサブフレ
ームの間は、第１のｅＮＢが、データを送信する唯一のｅＮＢである。共通サブフレーム
は、複数のｅＮＢによるデータ送信のために使用してよい。共通サブフレームは、他のｅ
ＮＢからの干渉がありうることが理由で、“クリーンではない”サブフレームと呼ばれる
こともある。
【００５０】
　　［００５８］
　少なくとも１つの保護されたサブフレームが、期間毎に静的に割り当てられる。いくつ
かのケースでは、１つの保護されたサブフレームのみが静的に割り当てられる。例えば、
期間が８ミリ秒である場合に、毎８ミリ秒の間に、１つの保護されたサブフレームがｅＮ
Ｂに静的に割り当てられる。他のサブフレームは、動的に割り振られるかもしれない。
【００５１】
　　［００５９］
　適応リソースパーティショニング情報（ＡＲＰＩ）により、非静的に割り当てられるサ
ブフレームを、動的に割り振ることが可能になる。保護されたサブフレーム、禁止された
サブフレーム、または共通サブフレームの任意のものが、動的に割り振られる（それぞれ
、ＡＵサブフレーム、ＡＮサブフレーム、ＡＣサブフレーム）。動的割り当ては、例えば
、１００ミリ秒毎またはより小さい時間毎のように、高速に変化してもよい。
【００５２】
　　［００６０］
　ヘテロジニアスネットワークは、異なる電力クラスのｅＮＢを有しているかもしれない
。例えば、電力クラスが減少する順に、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、およびフェムトｅＮ
Ｂとして、３つの電力クラスを定義する。マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、およびフェムトｅ
ＮＢが共通チャネル配備にあるとき、マクロｅＮＢ（アグレッサｅＮＢ）の電力スペクト
ル密度（ＰＳＤ）は、ピコｅＮＢおよびフェムトｅＮＢ（犠牲ｅＮＢ）のＰＳＤよりも大
きく、ピコｅＮＢおよびフェムトｅＮＢへの大量の干渉を生成させるかもしれない。保護
されたサブフレームを使用して、ピコｅＮＢおよびフェムトｅＮＢへの干渉を低減または
最小化することができる。すなわち、アグレッサｅＮＢにおける禁止されたサブフレーム
に対応するように、保護されたサブフレームを犠牲ｅＮＢに対してスケジューリングして
もよい。
【００５３】
　　［００６１］
　図４は、開示の１つの態様にしたがって、ヘテロジニアスネットワークにおける時分割
多重化（ＴＤＭ）パーティショニングを図示しているブロックダイヤグラムである。ブロ
ックの第１の行は、フェムトｅＮＢに対するサブフレーム割り当てを図示しており、ブロ
ックの第２の行は、マクロｅＮＢに対するサブフレーム割り当てを図示している。ｅＮＢ
の各々は、静的な保護されたサブフレームを有しており、静的な保護されたサブフレーム
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の間、他方のｅＮＢは、静的な禁止されたサブフレームを有している。例えば、フェムト
ｅＮＢは、サブフレーム０における禁止されたサブフレーム（Ｎサブフレーム）に対応す
る、サブフレーム０における保護されたサブフレーム（Ｕサブフレーム）を有している。
同様に、マクロｅＮＢは、サブフレーム７における禁止されたサブフレーム（Ｎサブフレ
ーム）に対応する、サブフレーム７における保護されたサブフレーム（Ｕサブフレーム）
を有している。サブフレーム１～６は、保護されたサブフレーム（ＡＵ）、禁止されたサ
ブフレーム（ＡＮ）、および共通サブフレーム（ＡＣ）のいずれかとして、動的に割り当
てられている。サブフレーム５および６における動的に割り当てられた共通サブフレーム
（ＡＣ）の間、フェムトｅＮＢとマクロｅＮＢの両方がデータを送信することができる。
【００５４】
　　［００６２］
　（Ｕ／ＡＵサブフレームのような）保護されたサブフレームは、アグレッサｅＮＢが送
信するのを禁止されているので、低減された干渉および高いチャネル品質を有している。
（Ｎ／ＡＮサブフレームのような）禁止されたサブフレームは、データ送信を有しておら
ず、犠牲ｅＮＢが低い干渉レベルでデータを送信することを可能にする。（Ｃ／ＡＣサブ
フレームのような）共通サブフレームは、データを送信する隣接ｅＮＢの数に依存するチ
ャネル品質を有している。例えば、隣接ｅＮＢが共通サブフレーム上でデータを送信して
いる場合は、共通サブフレームのチャネル品質は、保護されたサブフレームよりも低いか
もしれない。共通サブフレーム上のチャネル品質は、アグレッサｅＮＢによって強く影響
を及ぼされる拡張境界エリア（ＥＢＡ）ＵＥに対しても、より低いかもしれない。ＥＢＡ
　ＵＥは、第１のｅＮＢに属しているかもしれないが、第２のｅＮＢのカバレッジエリア
中にも位置付けられているかもしれない。例えば、フェムトｅＮＢカバレッジの範囲限界
の近くにあり、マクロｅＮＢと通信するＵＥが、ＥＢＡ　ＵＥである。
【００５５】
　　［００６３］
　ＬＴＥ／－Ａにおいて用いることができる別の例示的な干渉管理スキームは、低速適応
干渉管理である。干渉管理に対するこのアプローチを使用して、スケジューリング間隔よ
りずっと大きな時間スケールに渡って、リソースが交渉され、割り振られる。スキームの
目的は、ネットワークの総ユーティリティを最大にする、時間リソースまたは周波数リソ
ースのすべてに渡る、送信ｅＮＢおよびＵＥのすべてに対する送信電力の組み合わせを見
つけることである。“ユーティリティ”は、ユーザデータレート、サービスの品質（Ｑｏ
Ｓ）の遅延フロー、および公平性メトリックの関数として定義することができる。このよ
うなアルゴリズムは、最適化を解明するために使用される情報のすべてへのアクセスを有
し、送信エンティティのすべてに渡る制御を有する中央エンティティによって計算するこ
とができる。この中央エンティティは、常に実用的というわけではなく、または、常に望
ましいというわけでさえもない。したがって、代替的な態様では、ある組のノードからの
チャネル情報に基づいてリソース使用決定を行う、分散アルゴリズムを使用する。したが
って、中央エンティティを使用してか、または、ネットワーク中のさまざまな組のノード
／エンティティに渡ってアルゴリズムを分散させることによってかのいずれかで、低速適
応干渉アルゴリズムを配備することができる。
【００５６】
　　［００６４］
　ワイヤレスネットワーク１００のようなヘテロジニアスネットワークの配備では、１つ
以上の干渉ｅＮＢからの高い干渉をＵＥが観測する支配的干渉シナリオで、ＵＥは動作す
るかもしれない。支配的干渉シナリオは、制限された関係が原因で生じるかもしれない。
例えば、図１において、ＵＥ１２０ｙは、フェムトｅＮＢ１１０ｙの近くにあり、ｅＮＢ
１１０ｙに対して高い受信電力を有する。しかしながら、ＵＥ１２０ｙは、制限された関
係が原因で、フェムトｅＮＢ１１０ｙにアクセスすることができず、（図１において示し
ている）マクロｅＮＢ１１０ｃに接続する、または、（図１において示していない）より
低い受信電力をまた有するフェムトｅＮＢ１１０ｚに接続する。ＵＥ１２０ｙは、ダウン
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リンク上で、フェムトｅＮＢ１１０ｙからの高い干渉を観測するかもしれず、アップリン
ク上でも、ｅＮＢ１１０ｙへの高い干渉を生じさせるかもしれない。調整干渉管理を使用
して、ｅＮＢ１１０ｃとフェムトｅＮＢ１１０ｙは、バックホール１３４を通して通信し
て、リソースを交渉することができる。交渉において、フェムトｅＮＢ１１０ｙは、それ
のチャネルリソースの１つの上での送信をやめることに同意し、その結果、ＵＥ１２０ｙ
は、その同一のチャネルを通してｅＮＢ１１０ｃと通信するので、フェムトｅＮＢ１１０
ｙからの干渉をそれほど経験しないだろう。
【００５７】
　　［００６５］
　このような支配的干渉シナリオにおける、ＵＥにおいて観測される信号電力の差異に加
えて、ダウンリンク信号のタイミング遅延もまた、ＵＥと複数のｅＮＢとの間の異なる距
離が理由で、同期システム中でさえ、ＵＥによって観測されるかもしれない。同期システ
ム中のｅＮＢは推定上、システムに渡って同期されている。しかしながら、例えば、マク
ロｅＮＢから５ｋｍの距離にあるＵＥを考えると、そのマクロｅＮＢから受信される任意
のダウンリンク信号の伝播遅延は、おおよそ１６．６７マイクロ秒（５ｋｍ÷３×１０８

、すなわち、高速‘ｃ’）遅延する。マクロｅＮＢからのそのダウンリンク信号を、ずっ
と近くのフェムトｅＮＢからのダウンリンク信号と比較すると、タイミング差は有効時間
（ＴＴＬ）誤差のレベルに接近する。
【００５８】
　　［００６６］
　さらに、このようなタイミング差は、ＵＥにおける干渉消去に影響を与えるかもしれな
い。干渉消去は、同一の信号の複数のバージョンの組み合わせの間の相互相関特性を使用
することが多い。同一の信号の複数のコピーを組み合わせることによって、信号の各コピ
ーにおいて干渉が存在する可能性があるが同一の位置ではない可能性があるので、干渉を
より容易に識別することができる。組み合わせた信号の相互相関を使用して、実際の信号
部分を干渉から決定および識別することができ、したがって、干渉を消去することが可能
になる。
【００５９】
　　［００６７］
　図５は、基地局／ｅＮＢ１１０とＵＥ１２０との設計のブロックダイヤグラムを示して
おり、基地局／ｅＮＢ１１０とＵＥ１２０は、図１における基地局／ｅＮＢのうちの１つ
とＵＥのうちの１つとであるかもしれない。制限された関係のシナリオに対しては、ｅＮ
Ｂ１１０は、図１におけるマクロｅＮＢ１１０ｃであるかもしれず、ＵＥ１２０は、ＵＥ
１２０ｙであるかもしれない。ｅＮＢ１１０はまた、他の何らかのタイプの基地局であっ
てもよい。ｅＮＢ１１０は、アンテナ５３４ａないし５３４ｔを備えており、ＵＥ１２０
は、アンテナ５５２ａないし５５２ｒを備えている。
【００６０】
　　［００６８］
　ｅＮＢ１１０において、送信プロセッサ５２０は、データソース５１２からデータを受
け取り、制御装置／プロセッサ５４０から制御情報を受け取る。制御情報は、ＰＢＣＨ、
ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨなどに対するものであるかもしれない。データは
、ＰＤＳＣＨなどに対するものであるかもしれない。送信プロセッサ５２０は、データお
よび制御情報をそれぞれ処理（例えば、エンコードおよびシンボルマッピング）して、デ
ータシンボルおよび制御シンボルを取得する。送信プロセッサ５２０は、例えばＰＳＳ、
ＳＳＳに対する、基準シンボル、およびセル特有基準信号も発生させるかもしれない。送
信（ＴＸ）複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）プロセッサ５３０は、適用可能な場合に、デー
タシンボル、制御シンボル、および／または基準シンボル上で、空間処理（例えば、プリ
コーディング）を実行し、変調器（ＭＯＤ）５３２ａないし５３２ｔに出力シンボルスト
リームを提供する。各変調器５３２は、（例えば、ＯＦＤＭなどのために）それぞれの出
力シンボルストリームを処理して、出力サンプルストリームを取得する。各変調器５３２



(19) JP 6158443 B2 2017.7.5

10

20

30

40

50

は、出力サンプルストリームをさらに処理（例えば、アナログにコンバート、増幅、フィ
ルタリング、およびアップコンバート）して、ダウンリンク信号を取得する。変調器５３
２ａないし５３２ｔからのダウンリンク信号はそれぞれ、アンテナ５３４ａないし５３４
ｔを介して送信される。
【００６１】
　　［００６９］
　ＵＥ１２０において、アンテナ５５２ａないし５５２ｒは、ｅＮＢ１１０からダウンリ
ンク信号を受信し、復調器（ＤＥＭＯＤ）５５４ａないし５５４ｒに受信信号をそれぞれ
提供する。各復調器５５４は、それぞれの受信信号を調整（例えば、フィルタリング、増
幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）して、入力サンプルを取得する。各復調器５
５４は、（例えば、ＯＦＤＭなどのために）入力サンプルをさらに処理して、受信シンボ
ルを取得する。ＭＩＭＯ検出器５５６は、すべての復調器５５４ａないし５５４ｒから受
信シンボルを取得し、適用可能な場合に、受信シンボル上でＭＩＭＯ検出を実行し、検出
シンボルを提供する。受信プロセッサ５５８は、検出シンボルを処理（例えば、復調、デ
インターリーブ、およびデコード）し、ＵＥ１２０に対するデコードしたデータをデータ
シンク５６０に提供し、デコードした制御情報を制御装置／プロセッサ５８０に提供する
。
【００６２】
　　［００７０］
　アップリンク上で、ＵＥ１２０において、送信プロセッサ５６４が、データソース５６
２からの（例えば、ＰＵＳＣＨに対する）データと、制御装置／プロセッサ５８０からの
（例えば、ＰＵＣＣＨに対する）制御情報とを受け取って処理する。送信プロセッサ５６
４は、基準信号に対する基準シンボルも発生させるかもしれない。送信プロセッサ５６４
からのシンボルは、適用可能な場合に、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ５６６によってプリコ
ーディングされ、（例えば、ＳＣ－ＦＤＭなどのために）復調器５５４ａないし５５４ｒ
によってさらに処理され、ｅＮＢ１１０に送信される。ｅＮＢ１１０において、ＵＥ１２
０からのアップリンク信号が、アンテナ５３４によって受信され、変調器５３２によって
処理され、適用可能な場合に、ＭＩＭＯ検出器５３６によって検出され、受信プロセッサ
５３８によってさらに処理されて、デコードされ、ＵＥ１２０によって送られたデータお
よび制御情報が取得される。プロセッサ５３８は、デコードされたデータをデータシンク
５３９に提供し、デコードされた制御情報を制御装置／プロセッサ５４０に提供する。
【００６３】
　　［００７１］
　制御装置／プロセッサ５４０および５８０はそれぞれ、ｅＮＢ１１０およびＵＥ１２０
における動作を指示する。ｅＮＢ１１０における、制御装置／プロセッサ５４０および／
または他のプロセッサならびにモジュールが、ここで記述する技術に対するさまざまなプ
ロセスを実行する、または実行の指示をする。ＵＥ１２０における、制御装置／プロセッ
サ５８０および／または他のプロセッサならびにモジュールも、図７～９において図示す
る機能ブロック、および／またはここで記述する技術に対する他のプロセスを実行する、
あるいは実行の指示をする。メモリ５４２および５８２はそれぞれ、ｅＮＢ１１０および
ＵＥ１２０に対するデータおよびプログラムコードを記憶する。スケジューラ５４４が、
ダウンリンクおよび／またはアップリンク上のデータ送信に対してＵＥをスケジューリン
グする。
【００６４】
　　［００７２］
　図６は、さまざまな態様にしたがって、通信のためのワイヤレスネットワーク６００を
示している。ネットワーク６００は、複数のｅＮＢ６１０を含んでいる。各ｅＮＢ６１０
は、特定の地理エリアに対して通信カバレッジを提供することができ、例えば、マクロセ
ル６０１と複数のスモールセル６０２～６０４とが提供されている。図１のシステムに関
して上記で説明したように、ｅＮＢ１１０に関して上述した機能性を有するようにマクロ
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セル６０１を実現することができ、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプ
のセルとして、スモールセル６０２～６０４を実現することができることに着目する。
【００６５】
　　［００７３］
　ＵＥ６２０は、ワイヤレスネットワーク６００全体を通して分散しており、各ＵＥは静
的であっても、または移動体であってもよい。ＵＥ１２０と同様に、ＵＥ６２０は、端末
、移動局、加入者ユニット、局、またはこれらに類するもので呼ばれることもある。ＵＥ
は、セルラ電話機、パーソナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワ
イヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップ
コンピュータ、コードレス電話機、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、またはこれ
らに類するものであるかもしれない。ＵＥは、変化する能力を有することができ、いくつ
かのケースにおいて、マクロｅＮＢおよびスモールセルｅＮＢと通信することができる。
いくつかのケースでは、ＵＥは、複数のｅＮＢを同時に利用することができ、低周波数搬
送波信号と高周波数搬送波信号の両方を別々にまたは同時にのいずれかで使用して、通信
することができる。
【００６６】
　　［００７４］
　ＵＥ６２０とｅＮＢ６１０との間の通信パスを、両端矢印を有する実線として示してい
る。これらのパスをまた、異なる搬送波信号通信周波数を意味するＦ１および／またはＦ
２でラベル付けしている。図示している態様では、Ｆ１が低周波数（例えば、４００ＭＨ
ｚ～３ＧＨｚ）を表しており、Ｆ２が高周波数（例えば、２０ＧＨｚ～６０ＧＨｚ）を表
している。
【００６７】
　　［００７５］
　１つの態様にしたがうと、スモールセル６０２は、Ｆ１とＦ２の両方の周波数における
通信をサポートしており、Ｆ１とＦ２をまたサポートするＵＥ６２０と通信する。このケ
ースでは、スモールセル６０２のＵＥ６２０は、Ｆ１において、スモールセル６０２のｅ
ＮＢ６１０と制御および／またはチャネル情報を送信および／または受信する一方で、Ｆ
２において、データ送信を交換するように構成されている。チャネル情報は、接続を確立
するためと維持するためとの両方でスモールセル６０２のＵＥ６２０とｅＮＢとの接続を
支援するのに使用することができる、何らかの情報を含んでいるかもしれない。例えば、
チャネル情報は、Ｆ２における通信を確立するのに使用することができる、Ｆ１における
通信からの粗チャネル特性を含んでいる。粗チャネル特性は、パス損失情報、遅延プロフ
ィール情報、見通し線（ＬＯＳ）情報、マルチパス信号に関する情報、およびこれらに類
するものを含んでいるかもしれない。ｅＮＢ６１０はまた、ＵＥ６２０から受信されるさ
まざまな送信の測定を通して、このような粗チャネル特性を独立して決定することができ
る。（Ｆ２における送信を伝達する）ビーム６０５をＵＥ６２０の方により良好に向ける
／ステアリングするために、および、そうでなければＦ２における接続を微調整するため
に、このような情報を利用してＵＥ６２０の位置を決定することができる。
【００６８】
　　［００７６］
　粗チャネル特性は、到着の角度（ＡＯＡ）および放射の角度（ＡＯＤ）の値を決定する
ことを可能にする特性をさらに含んでいるかもしれない。例えば、アップリンク信号およ
び／またはチャネルフィードバック情報を利用して、ＡＯＡ／ＡＯＤを導出することがで
きる。このような値は、ビーム６０５の粗初期ビーム整列に対しても使用することができ
る。
【００６９】
　　［００７７］
　Ｆ１におけるさまざまなチャネルまたは制御データの通信を利用して、ＲＡＣＨ手順お
よび接続セットアップ、無線リンク監視（ＲＬＭ）によるモビリティサポート、無線リソ
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ース監視（ＲＲＭ）、ページング、および他の制御シグナリングを実現することもできる
。さらに、ＵＥ６２０との間かまたはマクロｅＮＢ６１０との間かのいずれかの、Ｆ１に
おける通信を利用して、スモールセルのｅＮＢの休止制御を容易にすることができる。
【００７０】
　　［００７８］
　高周波数において、高次元アレイのビーム幅は数度のオーダーであることが認識される
。したがって、Ｆ２における高周波数接続を確立するために、Ｆ１におけるＵＥとｅＮＢ
との間の制御通信を利用して、ビーム６２０をステアリングするのに十分なデータを取得
する。さらに、粗チャネル特性を含むチャネル情報をＵＥ６２０に提供して、Ｆ２におけ
る送出送信のビーム方向および／またはビーム幅、Ｆ２におけるダウンリンク測定のため
のチャネルコンフィギュレーション情報、ならびに、Ｆ２におけるアップリンクチャネル
に対するチャネルコンフィギュレーション情報、のうちの１つ以上に関して、ＵＥに教え
ることができる。いったん接続が確立されると、ＵＥ６２０とｅＮＢ６１０の間で、かな
り高速なレートでデータを転送することができる。
【００７１】
　　［００７９］
　Ｆ２における接続を確立した後、スモールセル６０２のＵＥ６２０とｅＮＢ６１０は、
多くの方法で、Ｆ１における接続を使用して、粗チャネル特性を含むチャネル情報の交換
および／または識別を継続することができる。例えば、ＵＥ６２０の動きが原因のような
環境における変化が起こったときに、Ｆ２における接続を維持するために、交換および／
または識別したさまざまなチャネルのデータおよび特性を継続的に保持する。さらに、追
加の帯域幅を提供するために、Ｆ１における接続を利用して、Ｆ２において生じているデ
ータ交換と並行してデータを交換することができる。
【００７２】
　　［００８０］
　別の態様にしたがうと、スモールセル６０３は、高周波数Ｆ２のみにおいて、ＵＥ６２
０との通信をサポートする。ＵＥ６２０はまた、Ｆ１において、マクロｅＮＢ６１０と通
信する。この態様では、スモールセル６０３のＵＥ６２０は、Ｆ１において、マクロｅＮ
Ｂ６１０と（例えば、スモールセル６０２に関して上述した粗チャネル特性を含む）制御
情報を送信および／または受信する一方で、Ｆ２において、スモールセル６０３のｅＮＢ
６１０とデータ送信を交換するように構成されている。
【００７３】
　　［００８１］
　この態様では、マクロｅＮＢ６１０によって識別されたチャネルおよび制御データおよ
び特性が、例えば、バックホール接続を介して情報を送り届け、情報は、スモールセル６
０３のビーム６０５を向けることを支援するのに利用することができ、そして、選択され
たユーザ情報、Ｆ２におけるアップリンクチャネルおよび／またはダウンリンクチャネル
に対するチャネルコンフィギュレーション情報、ならびに、これらに類するもののような
、他の関連するデータを提供することができる。マクロｅＮＢ６１０は、Ｆ２におけるＵ
Ｅ６２０との通信を確立するために、このようなデータをスモールセルｅＮＢ６０３に通
信することができる。いったんＦ２における通信リンクが確立されると、マクロｅＮＢ６
１０との間の制御データ通信はＦ１における通信リンクを継続してもよい。このようなリ
ンクは、スモールセル６０３内の追加のビームステアリングを提供するために利用するこ
とができ、ＵＥ６２０がスモールセル６０３を離れるときにハンドオフ機能性を実現する
ために利用することができる。さらに、Ｆ１通信リンクは、Ｆ２通信リンクとともに、追
加のデータ通信能力を提供するために利用することもできる。
【００７４】
　　［００８２］
　代替的に、いったんＦ２における通信リンクが確立されると、制御データ通信は、スモ
ールセル６０３のｅＮＢ６１０にハンドオフされ、Ｆ２において実現されるかもしれない
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。このケースでは、制御データは、Ｆ２における通信を維持するようにビームを向けるこ
とによりスモールセル６０３のｅＮＢ６１０の支援を継続する態様で、利用することがで
きる。
【００７５】
　　［００８３］
　さらに別の態様では、スモールセル６０４は、Ｆ１とＦ２の両方の周波数における通信
をサポートし、Ｆ１とＦ２をまたサポートするＵＥ６２０と通信するように構成されてい
る。このケースでは、スモールセル６０４のＵＥ６２０は、（例えば、上述したように）
Ｆ２における接続を確立するために、Ｆ１において、スモールセル６０２のｅＮＢ６１０
と、粗チャネル特性を含むチャネル情報を送信および／または受信するように構成されて
いる。いったんＦ２における接続が確立されると、Ｆ１における通信は、Ｆ２通信リンク
にハンドオフされ、Ｆ１における通信は終わる。したがって、接続を維持する際、ビーム
６０５をステアリングする際、およびこれらに類する際に、支援する制御データは、ユー
ザデータとともに、Ｆ２において交換される。
【００７６】
　　［００８４］
　図６において説明したシステムの、本出願の態様であると企図されるさまざまな修正を
行うことができることが認識される。例えば、いくつかのケースでは、マクロｅＮＢ６１
０は、エリア６０１より小さなエリアにおいて高周波数通信信号を利用する一方で、他の
スモールｅＮＢ、マイクロｅＮＢ、フェムトｅＮＢなどにサービスを提供するマクロｅＮ
Ｂとしても動作するように構成されている。このような状況において、Ｆ１およびＦ２に
おけるシグナリングの使用が、スモールセル６０２～６０４に関して記述したように実現
することができる。
【００７７】
　　［００８５］
　さらに、態様は、干渉調整／緩和を実現するために、Ｆ１およびＦ２におけるさまざま
な接続ならびに／あるいはこれらの接続の知識を利用してもよい。別々の信号を使用する
ことは、それ自体、いくらかの干渉利点を提供するかもしれない。さらに、マクロセルが
Ｆ１における通信を維持するケースでは、干渉回避の中央調整を通信ネットワーク中で実
現することができる。
【００７８】
　　［００８６］
　さらに、高周波数、低周波数、および、さまざまな範囲の周波数、のようなさまざまな
用語の名前をあげてきたが、より低い周波数の信号を利用して高周波数接続を確立する際
に支援する、ここで開示した概念は、より一般的に適用可能であることが認識される。例
えば、低周波数信号は、ＷｉＦｉ、ＷＣＤＭＡ、およびこれらに類するもののような他の
ソースから生じるものであってもよい。このような状況において、基地局は、ＷｉＦｉお
よびより高い周波数の送信接続をサポートすることができる。このような局は、より低い
ＷｉＦｉ接続を利用して、より高い周波数の送信の接続をアクティブにする／確立するこ
とができる。
【００７９】
　　［００８７］
　ここで示したおよび記述した例示的なシステムを考慮すると、開示した主題事項にした
がって実現することができる方法論が、さまざまな機能ブロックダイヤグラムを参照して
より良好に認識されるだろう。説明を簡潔にする目的のために一連の動作／ブロックとし
て方法論を示しているおよび記述しているが、ここで図示および記述しているものとは異
なる順序でおよび／または他のブロックと実質的に同一の時間に、いくつかのブロックが
行われてもよいので、請求項に記載した主題事項はブロックの数または順序によって限定
されないことを、理解および認識すべきである。さらに、ここで記述している方法論を実
現するために、すべての図示しているブロックが要求されるわけではない。ブロックに関
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係付けられている機能性は、ソフトウェア、ハードウェア、それらを組み合わせたもの、
または他の何らかの適切な手段（例えば、デバイス、システム、プロセス、またはコンポ
ーネント）によって実現してもよいことを認識すべきである。さらに、本明細書の全体を
通して開示した方法論は、このような方法論のさまざまなデバイスへの伝送および転送を
容易にするために、製造物に記憶させることができることをさらに認識すべきである。方
法論は代替的に、状態ダイヤグラムにおけるような一連の相互に関係する状態またはイベ
ントとして表すことができることを、当業者は理解および認識するだろう。
【００８０】
　　［００８８］
　ここで記述した態様のうちの１つ以上の態様にしたがって、図７を参照して、ワイヤレ
ス通信を実現するための、ネットワークデバイスによって動作可能な方法論７００を示し
ている。方法７００は、７０１において、低周波数におけるユーザデバイスとの通信を、
少なくとも１つのワイヤレスネットワークデバイスによって確立することを含んでいる。
さらに、方法７００は、７０２において、ワイヤレスネットワークデバイスとユーザデバ
イスとの間の低周波数通信に関係付けられている粗チャネル特性を識別することを含んで
いる。これらの粗チャネル特性は、ユーザデバイスからの送信中で受信されるかもしれな
い、ネットワークデバイスによって決定されるかもしれない、または、両方を組み合わせ
たものであるかもしれない。方法７００は、７０３において、低周波数通信に関係付けら
れている粗チャネル特性に基づいて、高周波数におけるユーザデバイスとの通信を、少な
くとも１つのワイヤレスネットワークデバイスによって確立することを含んでいる。上記
で着目したように、粗チャネル特性は、高周波数通信リンクの確立をトリガすることがで
きるビーム形成およびパス損失の情報のような情報および特性を含んでいるかもしれない
。
【００８１】
　　［００８９］
　関連する態様において、使用している通信システムに依存して、低周波数における確立
した通信は、０．４～２．５ＧＨｚまたは０．４～６．０ＧＨｚの間の範囲のような周波
数範囲におけるものであるかもしれない。０．４～２．５ＧＨｚの低周波数範囲は一般的
に、現在のセルラ帯域を包含している。このような通信システムでは、高周波数通信は、
２．５ＧＨｚを上回る周波数におけるものであると考えられる。高周波数に対するこの範
囲は、５．８ＧＨｚのようなライセンスされていないスペクトルを含んでおり、これは、
通信に対する追加の帯域として使用した場合、ライセンスされているセルラ帯域の最上位
の上に構築されるだろう。低周波数範囲が０．４～６．０ＧＨｚの間を含んでいる場合は
、高周波数通信範囲は、６．０ＧＨｚを超える周波数におけるものである。２．５ＧＨｚ
と６．０ＧＨｚとの間のこのような周波数は、いくつかの態様では高周波数と考えられる
が、典型的に、通信に対するビーム形成に、より少ない依存性を経験し、したがって、本
開示のさまざまな態様に対しては低周波数範囲中に含まれることがある。一般的に、本開
示のいくつかの態様は、０．４～２．５ＧＨｚの範囲の間で低周波数を定義する一方で、
他の態様は、０．４～６．０ＧＨｚの範囲の間で低周波数を定義する。指定された低周波
数範囲に依存して、対応する高周波数範囲は一般的に、より狭い２０～６０ＧＨｚの範囲
、または、より広い６．０～９０ＧＨｚの範囲の間にあるかもしれない。したがって、本
開示のいくつかの態様では、ライセンスされているスペクトルに関係付けられている、低
周波数通信に関係付けられている粗チャネル特性は、ライセンスされているスペクトルか
またはライセンスされていないスペクトルかのいずれかの中での高周波数通信の確立に対
して適用される。一方、他の態様では、ライセンスされていないスペクトルに関係付けら
れている低周波数通信は、結果として、ライセンスされていないスペクトルに関係付けら
れている粗チャネル特性が、場合に応じて、ライセンスされているスペクトルかまたはラ
イセンスされていないスペクトルかのいずれかの中で高周波数通信を確立するために使用
されることになる。
【００８２】
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　　［００９０］
　さらに、低周波数における通信を確立するネットワークデバイスは、高周波数における
通信を確立するネットワークデバイス（例えば、スモールセル６０２および６０４のｅＮ
Ｂ６１０）と同一であってもよい。代替的に、低周波数および高周波数における通信を確
立するネットワークデバイスは、（例えば、マクロｅＮＢ６１０とスモールセル６０３の
ｅＮＢ６１０とにより実現されるように）異なっていてもよい。粗チャネル特性は、パス
損失の、電力遅延プロフィールの、マルチパス方向の、到着の角度の、および放射の角度
の情報とともに、他の位置情報、に関連する情報、データ、または特性を含んでいてもよ
い。このような情報により、態様は、低周波数通信に対して識別された粗チャネル特性に
基づいて、高周波数送信ビームを向けることができる。
【００８３】
　　［００９１］
　関連する別の態様において、方法７００はさらに、高周波数においてユーザデバイスと
通信するように構成されている第２のネットワークデバイスの範囲中にユーザデバイスが
あるか否かを、低周波数においてユーザデバイスと通信する少なくとも１つのネットワー
クデバイスによって監視すること、および／または、第２のネットワークデバイスの範囲
中にユーザデバイスがあるときに、第２のネットワークデバイスをアクティブにすること
を含んでいる。
【００８４】
　　［００９２］
　方法７００は、上述したｅＮＢ１１０および６１０のようなさまざまなハードウェアデ
バイスによって実行してもよいことがさらに認識される。したがって、このようなハード
ウェアは、低周波数におけるユーザデバイスとの通信を確立し、ワイヤレスネットワーク
デバイスとユーザデバイスとの間の低周波数における通信に対する粗チャネル特性を受信
し、低周波数において受信した粗チャネル特性に基づいて、高周波数におけるユーザデバ
イスとの通信を確立する手段とも考えられる。
【００８５】
　　［００９３］
　ここで記述した態様のうちの１つ以上の態様にしたがって、図８を参照して、ワイヤレ
ス通信を実現するための、第１のネットワークデバイスによって動作可能な方法論８００
を示している。方法８００は、８０１において、ユーザデバイスと第２のネットワークデ
バイスとの間の低周波数通信の１つ以上の特性に対応する粗チャネル特性を、第２のネッ
トワークデバイスから受信することを含んでいる。さらに、方法８００は、８０２におい
て、ユーザデバイスと第２のネットワークデバイスとの間の低周波数通信に関連する粗チ
ャネル特性に基づいて、高周波数におけるユーザデバイスとの通信を、第１のネットワー
クデバイスによって確立することを含んでいる。
【００８６】
　　［００９４］
　関連する態様において、上記で着目したように、低周波数における確立した通信は、０
．４～６．０ＧＨｚまたは０．４～２．５ＧＨｚの間のような周波数におけるものである
かもしれず、高周波数は、６．０～９０ＧＨｚまたは２０～６０ＧＨｚの間のような周波
数におけるものであるかもしれない。さらに、粗チャネル特性は、パス損失の、電力遅延
プロフィールの、マルチパス方向の、到着の角度の、放射の角度の情報、および他の位置
情報、に関連する情報のような、制御またはチャネルの情報を含んでいるかもしれない。
このような情報により、態様は、低周波数通信に関係付けられている粗チャネル特性に基
づいて、高周波数送信ビームを向けることができる。
【００８７】
　　［００９５］
　方法８００は、上述したｅＮＢ１１０および６１０のようなさまざまなハードウェアデ
バイスによって実行してもよいことがさらに認識される。したがって、このようなハード
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ウェアは、ユーザデバイスの１つ以上の特性に対応する情報を、低周波数通信の一部とし
てネットワークデバイスから受信し、低周波数において受信した情報に基づいて、高周波
数におけるユーザデバイスとの通信を確立する手段とも考えられる。
【００８８】
　　［００９６］
　ここで記述した態様のうちの１つ以上の態様にしたがって、図９を参照して、ワイヤレ
ス通信を実現するための、ＵＥのようなユーザデバイスによって動作可能な方法論９００
を示している。方法９００は、９０１において、ユーザデバイスによって、低周波数にお
いて少なくとも１つのネットワークデバイスと通信することを含んでいる。さらに、方法
９００は、９０２において、低周波数における通信に関係付けられている粗チャネル特性
に基づく、ユーザデバイスに向けられた高周波数通信を受信することを含んでいる。粗チ
ャネル特性は、ユーザデバイスによって、低周波数通信を通してネットワークデバイスに
通信してもよい。代替的に、ネットワークデバイスは、ユーザデバイスとの低周波数通信
の解析を通して、粗チャネル特性のいくつかまたはすべてを決定してもよい。
【００８９】
　　［００９７］
　関連する態様において、上記で着目したように、低周波数における通信は、０．４～６
．０ＧＨｚまたは０．４～２．５ＧＨｚの間のような周波数におけるものであるかもしれ
ず、高周波数は、６．０～９０ＧＨｚまたは２０～６０ＧＨｚの間のような周波数におけ
るものであるかもしれない。さらに、受信した情報は、パス損失の、電力遅延プロフィー
ルの、マルチパス方向の、到着の角度の、放射の角度の情報、および他の位置情報、に関
連する情報のような、制御またはチャネルの情報を含んでいるかもしれない。このような
情報により、態様は、低周波数において交換された受信した情報に基づいて、高周波数送
信ビームを向けることができる。
【００９０】
　　［００９８］
　追加の態様において、ユーザデバイスは、第１のネットワークデバイスに情報を提供し
、高周波数送信を、第１のネットワークデバイスから受信する。代替的に、高周波数送信
は、第２のネットワークデバイスから受信されるかもしれない。
【００９１】
　　［００９９］
　方法９００は、上述したＵＥ１２０および６２０のようなさまざまなハードウェアデバ
イスによって実行してもよいことがさらに認識される。したがって、このようなハードウ
ェアは、低周波数において少なくとも１つのネットワークデバイスに情報を提供し、低周
波数においてネットワークデバイスに提供された情報に応答した高周波数送信を受信する
手段とも考えられる。
【００９２】
　　［０１００］
　当業者は、さまざまな異なるテクノロジーおよびテクニックのうちのいずれかを使用し
て、情報および信号を表してもよいことを理解するだろう。例えば、上記の説明全体を通
して参照されるデータ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップ
は、電圧、電流、電磁波、磁界または磁粒、光界または光粒、あるいは、これらを任意に
組み合わせたものによって表してもよい。
【００９３】
　　［０１０１］
　図７～９における機能ブロックおよびモジュールは、プロセッサ、電子デバイス、ハー
ドウェアデバイス、電子コンポーネント、論理回路、メモリ、ソフトウェアコード、ファ
ームウェアコードなど、または、これらを任意に組み合わせたものを備えていてもよい。
【００９４】
　　［０１０２］
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　ここでの開示に関連して記述した、さまざまな例示的な論理ブロック、モジュール、回
路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェアとして、コンピュータソフトウェ
アとして、または両方を組み合わせたものとして実現してもよいことを、当業者はさらに
認識するだろう。ハードウェアおよびソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、さ
まざまな例示的なコンポーネント、ブロック、モジュール、回路、およびステップを、一
般的にこれらの機能性に関して上記で説明している。このような機能性が、ハードウェア
として実現されるかまたはソフトウェアとして実現されるかは、システム全体に課せられ
ている特定のアプリケーションおよび設計の制約に依存する。熟練者は、各特定のアプリ
ケーションに対して変化する方法で、説明した機能性を実現するかもしれないが、このよ
うなインプリメンテーションの決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じさせるものとして
解釈すべきではない。ここで説明したコンポーネント、方法、または対話の、順序または
組み合わせが単に例に過ぎず、本開示のさまざまな態様のコンポーネント、方法、または
対話を、ここで図示して説明した以外の方法で組み合わせてもよいこと、または実行して
もよいことも、熟練者は容易に認識するだろう。
【００９５】
　　［０１０３］
　ここでの開示に関連して説明したさまざまな例示的な論理ブロック、モジュール、およ
び回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路
（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラム可能ゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラ
ム可能論理デバイス、ディスクリートゲートまたはトランジスタ論理、ディスクリートハ
ードウェアコンポーネント、あるいはここで説明した機能を実行するように設計されてい
るこれらを任意に組み合わせたものにより、実現または実行してもよい。汎用プロセッサ
はマイクロプロセッサであってもよいが、代替において、プロセッサは、任意の従来のプ
ロセッサ、制御装置、マイクロ制御装置、または状態機械であってもよい。プロセッサは
また、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとを組み合わせたもの、複数のマイクロプロ
セッサ、ＤＳＰコアに関連する１つ以上のマイクロプロセッサ、または、他の何らかのこ
のようなコンフィギュレーションである、コンピューティングデバイスを組み合わせたも
のとして実現してもよい。
【００９６】
　　［０１０４］
　ここでの開示に関連して説明した方法またはアルゴリズムのステップは直接、ハードウ
ェアで、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで、または２つを組み合
わせたもので具現化してもよい。ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュ
メモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭ（登録商標）メモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）メモ
リ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または技術的に
既知である他の何らかの形態の記憶媒体中に存在してもよい。例示的な記憶媒体は、プロ
セッサが記憶媒体から情報を読み取ったり、記憶媒体に情報を書き込んだりできるように
プロセッサに結合されている。代替において、記憶媒体は、プロセッサに統合されていて
もよい。プロセッサおよび記憶媒体は、ＡＳＩＣ中に存在してもよい。ＡＳＩＣは、ユー
ザ端末中に存在していてもよい。代替において、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端
末中にディスクリートコンポーネントとして存在してもよい。
【００９７】
　　［０１０５］
　１つ以上の例示的な設計において、記述した機能は、ハードウェア、ソフトウェア、フ
ァームウェア、またはこれらを任意に組み合わせたもので実現してもよい。ソフトウェア
で実現する場合、機能は、１つ以上の命令またはコードとしてコンピュータ読み取り可能
媒体上に記憶されていてもよく、あるいは、１つ以上の命令またはコードとしてコンピュ
ータ読み取り可能媒体上で送信されてもよい。コンピュータ読み取り可能媒体は、１つの
場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を促進する任意の媒体を含む、コン
ピュータ記憶媒体および通信媒体の両方を含んでいる。コンピュータ読み取り可能記憶媒
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体は、汎用または特殊目的のコンピュータによってアクセスできる何らかの利用可能な媒
体であってもよい。例として、限定ではなく、このようなコンピュータ読み取り可能媒体
は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスク記憶装置、磁気
ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス、あるいは、汎用もしくは特殊目的のコン
ピュータによって、または汎用もしくは特殊目的のプロセッサによってアクセスでき、命
令またはデータ構造の形態で所望のプログラムコード手段を運ぶまたは記憶するために使
用できる他の何らかの媒体を含むことができる。また、接続は、コンピュータ読み取り可
能媒体と適切に呼ばれてもよい。例えば、ソフトウェアが、ウェブサイトから、サーバか
ら、あるいは、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、撚り対、またはデジタル加入者線（
ＤＳＬ）を使用する他の遠隔ソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバケー
ブル、撚り対、またはＤＳＬは、媒体の定義中に含まれる。ここで使用したようなディス
ク（ｄｉｓｋおよびｄｉｓｃ）は、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザーディスク（登
録商標）、光ディスク、デジタル汎用ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディ
スク、およびブルーレイ（登録商標）ディスクを含むが、通常、ディスク（ｄｉｓｋ）は
、データを磁気的に再生する一方で、ディスク（ｄｉｓｃ）はデータをレーザにより光学
的に再生する。上記を組み合わせたものも、コンピュータ読み取り可能媒体の範囲内に含
まれるべきである。
【００９８】
　　［０１０６］
　特許請求の範囲中を含め、ここで使用する、用語“および／または”は、２つ以上のア
イテムのリストにおいて使用するとき、リストされているアイテムのうちの何れか１つを
それ自体で用いることができること、または、リストされているアイテムのうちの２つ以
上を任意に組み合わせたものを用いることができることを意味している。例えば、コンポ
ジションがコンポーネントＡ、Ｂ、および／またはＣを含んでいるとして記述される場合
、コンポジションは、Ａだけ；Ｂだけ；Ｃだけ；組み合わせでＡとＢ；組み合わせでＡと
Ｃ；組み合わせでＢとＣ；または、組み合わせでＡとＢとＣ；を含むことができる。また
、特許請求の範囲中を含め、ここで使用する、“のうちの少なくとも１つ”によって始め
られるアイテムのリストにおいて使用する“または”は、例えば、“Ａ、Ｂ、またはＣ、
のうちの少なくとも１つ”のリストが、Ａ、またはＢ、またはＣ、またはＡＢ、またはＡ
Ｃ、またはＢＣ、またはＡＢＣ（すなわち、ＡとＢとＣ）を意味するように、離接的なリ
ストを示している。
【００９９】
　　［０１０７］
　本開示の先の説明は、当業者が本開示を製造または使用することを可能にするように提
供されている。本開示に対するさまざまな修正が、当業者にとって容易に明らかとなり、
ここで定義される一般的な原理は、本開示の精神および範囲から逸脱することなく他のバ
リエーションに適用してもよい。したがって、本開示は、ここで記述した例および設計に
限定されるように意図してはおらず、ここで開示した原理および新規の特徴と一致した最
も広い範囲が与えられるべきである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［１］　ワイヤレス通信の方法において、
　低周波数におけるユーザデバイスとの通信を、少なくとも１つのワイヤレスネットワー
クデバイスによって確立することと、
　前記少なくとも１つのワイヤレスネットワークデバイスと前記ユーザデバイスとの間の
前記低周波数における通信に関連する粗チャネル特性を識別することと、
　前記低周波数における通信の前記粗チャネル特性に少なくとも部分的に基づいて、高周
波数における前記ユーザデバイスとの通信を、前記少なくとも１つのワイヤレスネットワ
ークデバイスによって確立することとを含む方法。
　［２］　前記低周波数は、ライセンスされているスペクトル、または、ライセンスされ
ていないスペクトル、のうちの少なくとも１つを含み、
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　高周波数は、ライセンスされているスペクトル、または、ライセンスされていないスペ
クトル、のうちの少なくとも１つを含み、
　前記低周波数の前記ライセンスされているスペクトルに関連する前記粗チャネル特性が
、前記より高い周波数における通信を確立する際に使用される［１］記載の方法。
　［３］　前記粗チャネル特性は、パス損失の、電力遅延プロフィールの、マルチパス方
向の、到着の角度の、放射の角度の情報、または、前記少なくとも１つのワイヤレスネッ
トワークデバイスに対する前記ユーザデバイスの位置に関する位置情報、のうちの少なく
とも１つを含む［１］記載の方法。
　［４］　前記高周波数において前記ユーザデバイスと通信するように構成されている第
２のネットワークデバイスの範囲中に、前記ユーザデバイスがあるか否かを、前記低周波
数において前記ユーザデバイスと通信する前記少なくとも１つのワイヤレスネットワーク
デバイスによって監視することをさらに含む［１］記載の方法。
　［５］　前記第２のネットワークデバイスの範囲中に前記ユーザデバイスがあるときに
、前記第２のネットワークデバイスをアクティブにすることをさらに含む［４］記載の方
法。
　［６］　前記ユーザデバイスとの高周波数通信を確立するために、前記第２のネットワ
ークデバイスに前記粗チャネル特性を提供することをさらに含む［５］記載の方法。
　［７］　１つ以上の高周波数通信ネットワークデバイスに対応する情報を、前記ユーザ
デバイスに送信することをさらに含む［１］記載の方法。
　［８］　前記低周波数における通信に関して識別した前記粗チャネル特性に基づいて、
高周波数送信ビームを向けることをさらに含む［１］記載の方法。
　［９］　ワイヤレス通信の方法において、
　ユーザデバイスによって、低周波数において少なくとも１つのネットワークデバイスと
通信することと、
　前記ユーザデバイスにおいて、前記低周波数における通信に関係付けられている粗チャ
ネル特性に基づく、前記ユーザデバイスに向けられた高周波数通信を受信することとを含
む方法。
　［１０］　前記低周波数は、ライセンスされているスペクトル、または、ライセンスさ
れていないスペクトル、のうちの少なくとも１つを含み、
　高周波数は、ライセンスされているスペクトル、または、ライセンスされていないスペ
クトル、のうちの少なくとも１つを含み、
　前記低周波数の前記ライセンスされているスペクトルに関係付けられている前記粗チャ
ネル特性が、前記高周波数通信を前記ユーザデバイスに向ける際に使用される［９］記載
の方法。
　［１１］　前記ユーザデバイスによって前記少なくとも１つのネットワークデバイスと
通信することは、前記少なくとも１つのネットワークデバイスに前記粗チャネル特性を通
信することを含む［９］記載の方法。
　［１２］　前記粗チャネル特性は、パス損失の、電力遅延プロフィールの、マルチパス
方向の、到着の角度の、放射の角度の情報、または、前記少なくとも１つのワイヤレスネ
ットワークデバイスに対する前記ユーザデバイスの位置に関する位置情報、のうちの少な
くとも１つを含む［９］記載の方法。
　［１３］　前記高周波数通信は、前記低周波数において前記ユーザデバイスと通信する
前記少なくとも１つのネットワークデバイスから受信される［９］記載の方法。
　［１４］　前記高周波数通信は、前記少なくとも１つのネットワークデバイスとは異な
る第２のネットワークデバイスから受信される［９］記載の方法。
　［１５］　前記ユーザデバイスによって、前記低周波数において、前記少なくとも１つ
のネットワークデバイスと制御情報を送受信することと、
　前記ユーザデバイスによって、前記高周波数通信により、前記第２のネットワークデバ
イスとデータ情報を送受信することとをさらに含む［１４］記載の方法。
　［１６］　ワイヤレス通信のための装置において、
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　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されているメモリとを具備し、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　低周波数におけるユーザデバイスとの通信を、少なくとも１つのワイヤレスネットワー
クデバイスによって確立し、
　前記少なくとも１つのワイヤレスネットワークデバイスと前記ユーザデバイスとの間の
前記低周波数における通信に関連する粗チャネル特性を識別し、
　前記低周波数における通信の前記粗チャネル特性に少なくとも部分的に基づいて、高周
波数における前記ユーザデバイスとの通信を確立するように構成されている装置。
　［１７］　前記低周波数は、ライセンスされているスペクトル、または、ライセンスさ
れていないスペクトル、のうちの少なくとも１つを含み、
　高周波数は、ライセンスされているスペクトル、または、ライセンスされていないスペ
クトル、のうちの少なくとも１つを含み、
　前記低周波数の前記ライセンスされているスペクトルに関連する前記粗チャネル特性が
、前記より高い周波数における通信を確立するための前記少なくとも１つのプロセッサの
コンフィギュレーションにおいて使用される［１６］記載の装置。
　［１８］　前記粗チャネル特性は、パス損失の、電力遅延プロフィールの、マルチパス
方向の、到着の角度の、放射の角度の情報、または、前記少なくとも１つのワイヤレスネ
ットワークデバイスに対する前記ユーザデバイスの位置に関する位置情報、のうちの少な
くとも１つを含む［１６］記載の装置。
　［１９］　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記高周波数において前記ユーザデバ
イスと通信するように構成されている第２のネットワークデバイスの範囲中に、前記ユー
ザデバイスがあるか否かを監視するように構成されている［１６］記載の装置。
　［２０］　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第２のネットワークデバイスの範
囲中に前記ユーザデバイスがあるときに、前記第２のネットワークデバイスをアクティブ
にするように構成されている［１９］記載の装置。
　［２１］　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ユーザデバイスとの高周波数通信
を確立するために、前記第２のネットワークデバイスに前記粗チャネル特性を提供するよ
うにさらに構成されている［２０］記載の方法。
　［２２］　１つ以上の高周波数通信ネットワークデバイスに対応する情報を前記ユーザ
デバイスに送信するための前記少なくとも１つのプロセッサのコンフィギュレーションを
さらに含む［１６］記載の装置。
　［２３］　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記低周波数における通信に関して識
別した前記粗チャネル特性に基づいて、高周波数送信ビームを向けるように構成されてい
る［１６］記載の装置。
　［２４］　ワイヤレス通信のための装置において、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されているメモリとを具備し、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　ユーザデバイスによって、低周波数において少なくとも１つのネットワークデバイスと
通信し、
　前記ユーザデバイスにおいて、前記低周波数において通信するための前記少なくとも１
つのプロセッサのコンフィギュレーションに関係付けられている粗チャネル特性に基づく
、前記ユーザデバイスに向けられた高周波数通信を受信するように構成されている装置。
　［２５］　前記低周波数は、ライセンスされているスペクトル、または、ライセンスさ
れていないスペクトル、のうちの少なくとも１つを含み、
　高周波数は、ライセンスされているスペクトル、または、ライセンスされていないスペ
クトル、のうちの少なくとも１つを含み、
　前記低周波数の前記ライセンスされているスペクトルに関係付けられている前記粗チャ
ネル特性が、前記高周波数通信を前記ユーザデバイスに向ける際に使用される［２４］記
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　［２６］　前記ユーザデバイスによって前記少なくとも１つのネットワークデバイスと
通信するための前記少なくとも１つのプロセッサのコンフィギュレーションは、前記少な
くとも１つのネットワークデバイスに前記粗チャネル特性を通信するための前記少なくと
も１つのプロセッサのコンフィギュレーションを含む［２４］記載の装置。
　［２７］　前記粗チャネル特性は、前記ユーザデバイスと前記少なくとも１つのネット
ワークデバイスとの間で前記低周波数において通信するための前記少なくとも１つのプロ
セッサのコンフィギュレーションに対して、パス損失の、電力遅延プロフィールの、マル
チパス方向の、到着の角度の、放射の角度の情報、または、前記少なくとも１つのワイヤ
レスネットワークデバイスに対する前記ユーザデバイスの位置に関する位置情報、のうち
の少なくとも１つを含む［２４］記載の装置。
　［２８］　前記高周波数通信は、前記低周波数において前記ユーザデバイスと通信する
前記少なくとも１つのネットワークデバイスから受信される［２４］記載の装置。
　［２９］　前記高周波数通信は、前記少なくとも１つのネットワークデバイスとは異な
る第２のネットワークデバイスから受信される［２４］記載の装置。
　［３０］　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記低周波数において、前記少なくとも１つのネットワークデバイスと制御情報を送受
信し、
　前記高周波数通信により、第２のネットワークデバイスとデータ情報を送受信するよう
に構成されている［２４］記載の装置。

【図１】 【図２】
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